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アメリカにおける全国統一的な競業避止特約規制の形成に向けた取組み過程（二）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
全
国
統
一
的
な
競
業
避
止
特
約
規
制
の

形
成
に
向
け
た
取
組
み
過
程
（
二
）�

―
―�
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
（U
niform

�Restrictive�Em
ploym

ent�A
greem

ent�A
ct

）
の

策
定
を
契
機
と
し
て
―
―

植　
　

田　
　
　
　

達

一　

は
じ
め
に

　

㈠　

本
稿
の
背
景

　

㈡　

本
稿
の
検
討
対
象

二　

統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
の
内
容

　

㈠　

策
定
の
趣
旨
お
よ
び
要
点

　
　

1　

策
定
趣
旨

　
　

2　

本
法
の
要
点

　

㈡　

総
論
的
規
定

　
　

1　

定
義
規
定
（
一
条
・
二
条
）

　
　

2　

適
用
範
囲
（
三
条
）

　

㈢　

特
約
の
要
件

　
　

1　

全
特
約
類
型
に
共
通
す
る
要
件
（
四
条
～
七
条
）

�

（
以
上
、
九
十
五
巻
八
号
）

　
　

2　

特
約
類
型
ご
と
の
要
件
（
八
条
～
一
四
条
）�

（
以
上
、
本
号
）

　

㈣　

権
利
救
済
等
に
関
す
る
規
定

　
　

1　

規
制
の
強
行
性
（
一
五
条
）

　
　

2　

権
利
救
済
（
一
六
条
）

　

㈤　

州
際
法
上
の
問
題
（
一
七
条
・
一
八
条
）

　

㈥　

附
則
的
規
定

　
　

1　

本
法
の
効
力
（
一
九
条
・
二
〇
条
）

　
　

2　

そ
の
他
（
二
一
条
～
二
三
条
）

三　

お
わ
り
に�

（
以
上
、
九
十
五
巻
十
号
）
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二　

統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
の
内
容
（
承
前
）

㈢　

特
約
の
要
件
（
承
前
）

2　

特
約
類
型
ご
と
の
要
件
（
八
条
～
一
四
条
）

　

以
上
が
、
特
約
類
型
に
関
係
な
く
、
本
法
に
い
う
「
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
」
全
般
に
及
ぶ
規
制
で
あ
る
。
次
に
、
そ
の

規
制
と
重
畳
的
に
課
さ
れ
る
各
特
約
類
型
に
対
す
る
規
制
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
以
下
で
み
る
よ
う
に
、
各
特
約
類
型
が
も
っ
て
い

る
労
働
者
の
活
動
に
対
す
る
制
限
（
ひ
い
て
は
自
由
競
争
の
阻
害
）
の
強
さ
に
応
じ
て
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
本
法
の
規
制
の
強
度
も
異

な
る
も
の
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

⑴
　
競
業
禁
止
特
約

　

本
法
八
条
は
、
競
業
禁
止
特
約
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
お
け
る
ル
ー
ル
を
成
文
化
し
た
と
い
う
色

彩
が
強
い
（
前
記
㈡
2
、
後
記
ⅳ
）。
そ
こ
で
、
本
法
八
条
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
当
た
り
、
ま
ず
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
ル
ー
ル
と
し

て
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
後
記
ⅰ
）
と
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
後
記
ⅱ
）
の
理
解
を
確
認
す
る
。
そ
の
後
、

本
法
八
条
の
規
定
と
趣
旨
を
み
て
い
き
（
後
記
ⅲ
な
い
し
ⅴ
）、
本
法
が
従
前
の
コ
モ
ン
ロ
ー
の
ど
の
部
分
を
維
持
し
、
ど
の
部
分
に

つ
い
て
転
換
を
図
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
い
く
（
後
記
ⅵ
）。

ⅰ
　
本
法
策
定
以
前
の
状
況
①
―
―
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

　

本
法
が
策
定
さ
れ
る
ま
で
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
策
定
事
業
に
よ
っ
て
そ
の
全

国
的
な
統
一
化
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
主
要
な
過
程
の
な
か
で
、
ま
ず
は
、
一
九
八
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
第
二
次
契
約
法
リ
ス

テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
、
第
八
章
（「
公
序
（public�policy

）
を
理
由
と
す
る
無
効
」）
第
二
節
（「
取
引
制
限
（restraint�of�trade

）
（7
（

）」）
に
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お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
競
争
制
限
に
関
す
る
特
約
を
制
限
す
る
ル
ー
ル
を
記
述
し
た）（7
（

。
も
っ
と
も
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
特
性

か
ら
、
そ
の
記
述
す
る
ル
ー
ル
は
、
連
邦
や
州
の
制
定
法
が
規
定
し
て
い
な
い
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る）（7
（

。

第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
六
条
（
取
引
制
限
の
約
束
）

⑴　

約
束
が
取
引
を
不
合
理
に
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
公
序
を
理
由
に
無
効
と
な
る
。

⑵　

約
束
の
履
行
が
何
ら
か
の
事
業
に
お
け
る
競
争
（com

petition

）
を
制
限
し
、
ま
た
は
約
束
者
（prom

isor

）
の
有
給
の

（gainful
）
職
業
遂
行
を
制
限
す
る
場
合
、
当
該
約
束
は
取
引
制
限
と
な
る
。

第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
七
条
（
非
付
随
的
な
競
争
制
限
）

　

競
争
を
控
え
る
約
束
で
あ
っ
て
、
他
の
有
効
な
法
律
行
為
や
関
係
（relationship

）
に
付
随
（ancillary

）
し
な
い
制
限
を
課
す
も
の

は
、
不
合
理
な
取
引
制
限
と
な
る
。

第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
八
条
（
付
随
的
な
競
争
制
限
）

⑴　

競
争
を
控
え
る
約
束
で
あ
っ
て
、
他
の
有
効
な
法
律
行
為
や
関
係
に
付
随
す
る
制
限
を
課
す
も
の
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
、
不
合
理
な
取
引
制
限
と
な
る
。

⒜　

当
該
制
限
が
、
受
約
者
（prom

isee
）
の
正
当
な
利
益
（legitim

ate�interest

）
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
を
超
え

る
場
合

⒝　

約
束
者
の
困
難
お
よ
び
一
般
国
民
（public

）
に
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
損
害
が
受
約
者
の
必
要
性
よ
り
も
大
き
い
場
合

⑵　

有
効
な
法
律
行
為
や
関
係
に
付
随
す
る
制
限
を
課
す
約
束
は
、
次
の
も
の
を
含
む
。

⒜　

事
業
の
譲
渡
人
が
譲
渡
し
た
事
業
の
価
値
を
損
な
う
よ
う
な
方
法
で
譲
受
人
と
競
争
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と

⒝　

労
働
者
（em

ployee

）
そ
の
他
の
代
理
人
（agent

）
が
そ
の
使
用
者
そ
の
他
の
本
人
（principal

）
と
競
争
し
な
い
こ
と
を

約
束
す
る
こ
と

⒞　

組
合
員
（partner

）
が
組
合
（partnership

）
と
競
争
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と

　

一
八
六
条
は
、
取
引
制
限
に
関
す
る
冒
頭
規
定
と
し
て
、
取
引
制
限
に
お
け
る
約
束
の
一
般
的
な
用
語
に
つ
い
て
記
述
し
て
お
り
、
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コ
モ
ン
ロ
ー
の
ル
ー
ル
に
依
拠
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
場
合
に
連
邦
お
よ
び
州
の
制
定
法
を
補
完
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
記
述
で

あ
る）（7
（

。
そ
し
て
、
一
般
的
な
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
る
制
限
に
服
す
る
取
引
制
限
に
関
す
る
約
束
の
う
ち
、
最
も
広
く
訴
訟
と
な
っ
て
い

る
も
の
が
「
競
争
を
控
え
る
約
束
（prom

ise�to�refrain�from
�com

petition

）」、
す
な
わ
ち
競
業
避
止
特
約
で
あ
る）（7
（

こ
と
か
ら
、
一

八
七
条
お
よ
び
一
八
八
条
は
、
取
引
制
限
に
関
す
る
約
束
の
一
種
で
あ
っ
て
、
伝
統
的
に
裁
判
所
が
形
成
し
て
き
た
ル
ー
ル
が
適
用

さ
れ
て
い
る
競
争
を
控
え
る
約
束
に
関
す
る
記
述
で
あ
る）（7
（

（
こ
れ
ら
二
つ
の
記
述
は
、
連
邦
や
州
の
制
定
法
の
適
用
に
関
し
て
示
唆
を
与

え
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い）

（7
（

。）。

　

商
取
引
ま
た
は
専
門
的
そ
の
他
の
有
給
の
職
業
に
関
連
す
る
約
束
は
、
約
束
者
の
活
動
を
将
来
に
わ
た
り
制
限
す
る
取
引
制
限
に

当
た
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
約
束
も
、
こ
れ
に
よ
る
取
引
制
限
が
民
間
経
済
に
お
け
る
自
由
競
争
の
円
滑
な
作
用
を
不
合
理

に
害
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
無
効
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
一
八
六
条
の
記
述
す
る
ル
ー
ル
は
、「
合
理
性
ル
ー
ル
（rule�

of�reason

）」
と
呼
ば
れ
る）（（
（

。
な
お
、
一
八
六
条
⑴
項
お
よ
び
同
条
⑵
項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一

四
条）（7
（

お
よ
び
五
一
三
条）（7
（

を
基
礎
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る）77
（

。

　

競
争
を
控
え
る
約
束
が
合
理
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
約
束
者
の
困
難
お
よ
び
一
般
国
民
に
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
損
害
に
対
し
て

均
衡
が
と
れ
る
保
護
に
値
す
る
利
益
が
受
約
者
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
八
八
条
⑴
項
）
こ
と
か
ら
、
一
八
七
条
は
、
当
該
制
限

に
、
使
用
者
の
事
業
情
報
な
ど
後
述
す
る
保
護
に
値
す
る
利
益
を
発
生
さ
せ
る
付
随
的
な
法
律
行
為
や
関
係
を
要
求
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
利
益
は
、
事
業
譲
渡
（
一
八
八
条
⑵
項
⒜
号
）
や
、
雇
用
関
係
・
代
理
関
係
（
同
項
⒝
号
）、
組
合
関
係
（
同
項
⒞
号
）
な
ど

か
ら
発
生
す
る）77
（

た
め
、
そ
の
よ
う
な
法
律
行
為
や
関
係
に
付
随
し
て
い
な
い
約
束
は
不
合
理
な
も
の
と
な
る）77
（

。
ま
た
、
こ
の
付
随
性

は
、
競
争
を
控
え
る
約
束
が
、
そ
の
法
律
行
為
や
関
係
の
一
部
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
法
律
行
為
や
関
係
の
後
に
交
わ
さ
れ
た
場
合

に
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
を
も
含
意
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
継
続
的
な
法
律
行
為
や
関
係
の
場
合
は
、
約
束
が
、
他
の
要
件
を

充
足
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
約
因
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ）77
（

、
法
律
行
為
や
関
係
が
終
了
す
る
時
点
ま
で
に
交
わ
さ
れ
る
必
要
が
あ
る）77
（

。
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な
お
、
一
八
七
条
は
、
第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一
五
条
⒠
号）77
（

を
基
礎
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る）77
（

。

　

一
八
八
条
は
、
一
八
六
条
の
合
理
性
ル
ー
ル
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る）7（
（

。
一
八
八
条
⑴
項
⒜
号
の
記
述
す
る
ル
ー
ル
の
下
で
、

受
約
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
ど
の
程
度
の
制
限
が
必
要
で
あ
る
か
は
、
法
律
行
為
の
性
質
に
よ
っ
て
異
な
る
。
事
業
譲
渡

（
同
条
⑵
項
⒜
号
）
の
場
合
は
、
譲
渡
人
が
譲
渡
し
た
も
の
の
価
値
を
不
当
に
低
下
さ
せ
る
行
為
を
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
な
い
限
り
、

譲
受
人
が
購
入
し
た
も
の
に
対
す
る
利
益
を
効
果
的
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
雇
用
終
了
後
（
同
項
⒝
号
）

の
場
合
、
競
業
制
限
は
、
事
業
譲
渡
の
よ
う
に
受
約
者
が
取
得
し
た
価
値
を
完
全
に
獲
得
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
使
用
者
が

正
当
な
利
益
を
有
し
て
い
る
の
は
、
労
働
者
が
そ
の
雇
用
の
過
程
で
獲
得
し
た
価
値
の
あ
る
取
引
情
報
や
顧
客
関
係
を
収
奪
す
る
こ

と
を
制
限
す
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
使
用
者
は
、
労
働
者
の
業
務
遂
行
の
効
率
を
最
大
化
す
る
た
め
に
必

要
な
秘
密
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
安
心
し
て
労
働
者
に
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
雇
用
契
約
の
価
値
を
十
分
に
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）77
（

。

　

具
体
的
に
は
、
雇
用
終
了
後
の
競
業
避
止
の
約
束
を
求
め
る
利
益
と
し
て
、
労
働
者
が
獲
得
し
た
営
業
秘
密
や
顧
客
収
奪
手
段
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
取
引
に
関
す
る
一
般
的
な
技
能
や
知
識
と
使
用
者
の
事
業
に
特
有
な
情
報
と
の
区
別
が
問
題
と
な
る
。
加
え

て
、
雇
用
終
了
後
の
競
業
制
限
は
、
他
の
類
型
と
比
較
し
て
、
不
均
衡
な
交
渉
力
を
背
景
に
課
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
上
、
労
働
者
自

身
が
生
計
維
持
手
段
を
失
う
こ
と
に
よ
る
困
難
の
大
き
さ
を
過
小
評
価
す
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
約
束
の
有
効
性
は
慎
重
に
審
査
さ
れ
る
。
特
に
、
標
準
化
さ
れ
た
書
式
に
よ
っ
て
労
働
者
へ
の
競
業
制
限
が
課
さ
れ
る
場
合
に
お

い
て
、
そ
れ
が
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
慎
重
に
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）77
（

。
そ
の
た
め
、
事
業
譲
渡
に
付
随
す
る
競
争
を

控
え
る
約
束
の
ほ
う
が
、
雇
用
契
約
に
付
随
す
る
約
束
よ
り
も
広
く
有
効
と
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る）77
（

。

　

そ
し
て
、
一
八
八
条
⑴
項
⒜
号
の
記
述
す
る
ル
ー
ル
は
、
競
業
制
限
の
対
象
と
な
る
活
動
の
方
法
（type�of�activity

）、
地
理
的

範
囲
（geographical�area

）、
期
間
（tim

e

）
が
必
要
な
範
囲
を
超
え
る
か
ど
う
か
に
よ
り
合
理
性
（reasonableness

）
を
判
断
す
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る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
競
業
制
限
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
技
術
や
情
報
の
永
続
性
の
有
無
・
期
間
な
ど
が
考
慮
さ
れ
、

そ
の
利
益
に
照
ら
し
て
必
要
以
上
に
長
期
に
わ
た
る
制
限
は
不
合
理
と
な
る）77
（

。
ま
た
、
労
働
者
の
顧
客
誘
引
力
を
理
由
と
す
る
競
業

制
限
が
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
労
働
者
の
顧
客
と
の
関
係
の
性
質
や
程
度
、
場
所
が
重
要
な
要
素
と
な
る
。
競
業
制
限
を
多

数
の
業
種
で
な
く
一
つ
の
業
種
に
限
定
し
た
り
、
競
業
活
動
全
体
で
な
く
顧
客
勧
誘
活
動
に
限
定
し
た
り
す
れ
ば
、
競
業
制
限
は
正

当
化
さ
れ
や
す
く
な
る）77
（

。

　

一
八
八
条
⑴
項
⒝
号
の
記
述
す
る
ル
ー
ル
の
下
で
、
雇
用
終
了
後
の
競
業
制
限
の
場
合
、「
約
束
者
の
困
難
」
が
過
大
に
な
る
場

合
と
し
て
、
労
働
者
が
制
限
に
よ
っ
て
退
職
後
に
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働

者
の
効
率
的
な
活
用
に
よ
る
雇
用
関
係
の
機
能
と
い
う
公
益
と
経
済
的
自
由
と
い
う
個
人
の
利
益
と
の
調
和
を
踏
ま
え
、「
一
般
国

民
に
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
損
害
」
が
過
大
に
な
る
例
と
し
て
、
雇
用
の
流
動
性
が
損
な
わ
れ
て
労
働
者
が
雇
用
の
過
程
で
培
っ
た

技
能
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
な
く
な
り
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
普
及
が
遅
れ
る
こ
と
に
よ
る
競
争
の
縮
小
や
、
最
も
生
産
性
が
高
く
な
る

分
野
へ
の
労
働
力
の
移
動
と
い
う
市
場
機
能
の
阻
害
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）77
（

。

　

な
お
、
一
八
八
条
⑴
項
と
同
条
⑵
項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一
五
条
⒜
号
な
い
し
⒞
号）77
（

と
、
五
一

六
条
⒜
号
・
⒟
号
・
⒡
号）77
（

を
基
礎
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一
六
条
⒝
号
は
、
第
二

次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
八
条
⑵
項
が
例
示
列
挙
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
承
継
さ
れ
ず
、
第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

ト
五
一
六
条
⒞
号
お
よ
び
⒠
号
は
、
競
争
を
控
え
る
約
束
に
関
す
る
も
の
で
な
い
た
め
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八

六
条
の
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
の
再
編
成
は
、
第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一
五
条
と
五
一
六
条
の
重
複
を
回
避

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る）77
（

。

　

な
お
、
代
理
関
係
終
了
後
の
代
理
人
の
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
代
理
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
三
九
六
条
の
注
釈
で

も
、
第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一
六
条
を
参
照
し
、
使
用
者
や
本
人
の
保
護
の
た
め
に
合
理
的
に
必
要
な
期
間
は
本
人
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と
競
業
し
な
い
と
い
う
契
約
は
、
代
理
人
に
過
度
な
困
難
を
強
い
る
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
有
効
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る）7（
（

。
第

三
次
代
理
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
四
条
の
注
釈
も
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
六
条
⑴
項
や
一
八
八
条
⑵
項

⒝
号
を
参
照
し
、
代
理
人
は
、
代
理
関
係
の
終
了
後
に
競
業
す
る
権
利
を
制
限
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
競
業
を

控
え
る
代
理
人
の
約
束
は
、
不
合
理
な
取
引
制
限
で
あ
る
場
合
、
無
効
に
な
る
、
と
述
べ
て
い
る）77
（

。

ⅱ
　
本
法
策
定
以
前
の
状
況
②
―
―
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

　

次
に
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
第
八
章
（「
労
働
者
の
義
務
お
よ
び
競
業
避
止
特
約
」）
で
、
労
働
者
の
忠
実
義
務
、
競
業

避
止
特
約
、
営
業
秘
密
、
職
務
発
明
（em

ployee�inventions

）
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る）77
（

。
こ
の
う
ち
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効

性
に
関
す
る
記
述
は
、
同
章
の
八
・
〇
五
条
な
い
し
八
・
〇
八
条
で
あ
る
。
八
・
〇
八
条
は
、
八
・
〇
六
条
の
ル
ー
ル
の
下
で
不
合

理
な
競
業
避
止
特
約
の
修
正
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
り
、
本
法
の
一
六
条
⒜
項
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
記
㈣
2
⑴

ⅰ
で
検
討
す
る
。

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
五
条
（
退
職
労
働
者
に
よ
る
前
使
用
者
と
の
競
業
）

　

退
職
労
働
者
は
、
顧
客
を
勧
誘
し
た
り
、
従
業
員
を
引
き
抜
い
た
り
す
る
こ
と
を
含
め
、
前
使
用
者）

（11
（

と
競
業
し
、
前
使
用
者
の
競
業
者
の

た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

⒜　

当
該
退
職
労
働
者
が
、
八
・
〇
六
条
お
よ
び
八
・
〇
七
条
に
基
づ
い
て
有
効
な
競
業
禁
止
（
ま
た
は
顧
客
勧
誘
禁
止
も
し
く
は
従
業

員
引
抜
禁
止
）
特
約
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
場
合

⒝　

そ
の
際
に
、
当
該
退
職
労
働
者
が
、
元
使
用
者
の
具
体
的
に
識
別
で
き
る
営
業
秘
密
を
開
示
し
、
も
し
く
は
使
用
し
、
ま
た
は
開
示

も
し
く
は
使
用
の
お
そ
れ
の
あ
る
言
動
を
し）

（1（
（

、
八
・
〇
三
条）

（10
（

に
違
反
す
る
場
合

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
六
条
（
雇
用
契
約
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
効
力
）

　

ほ
か
の
法
（other�law

）
や
適
用
さ
れ
う
る
専
門
的
職
業
の
（professional

）
規
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
使
用
者
と

退
職
労
働
者
と
の
間
の
契
約
に
お
け
る
退
職
労
働
者
の
労
働
活
動
（w

orking�activities
）
を
制
限
す
る
特
約
は
、
八
・
〇
七
条
で
定
義
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さ
れ
る
使
用
者
の
保
護
に
値
す
る
利
益
を
推
進
す
る
た
め
に
、
範
囲
（scope

）
（10
（

）、
地
域
（geography

）、
期
間
（tim

e

）
に
お
い
て
合
理

的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
（reasonably�tailored

）
場
合
に
の
み
有
効
で
あ
る
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ

り
で
な
い
。

⒜　

当
該
使
用
者
が
、
当
該
特
約
を
有
効
に
す
る
こ
と
が
不
公
正
（inequitable

）
に
な
る
理
由
に
基
づ
い
て
当
該
労
働
者
を
解
雇
し
た

場
合

⒝　

当
該
使
用
者
が
、
当
該
特
約
を
要
求
し
、
ま
た
は
行
使
す
る
に
あ
た
っ
て
不
誠
実
に
行
動
し
た
場
合

⒞　

当
該
使
用
者
が
、
基
本
的
な
（underlying

）
雇
用
契
約
に
重
大
な
違
反
を
し
た
場
合

⒟　

競
業
制
限
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
当
該
退
職
労
働
者
の
特
別
な
（special

）
技
能
（skills

）
や
労
務

（services

）
に
対
す
る
一
般
市
民
（public

）
の
大
き
な
需
要
が
、
特
約
の
執
行
に
お
け
る
使
用
者
の
あ
ら
ゆ
る
正
当
な
利
益

（legitim
ate�interest

）
を
上
回
っ
て
い
る
場
合

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
七
条
（
競
業
避
止
特
約
に
お
け
る
保
護
に
値
す
る
利
益
）

⒜　

競
業
避
止
特
約
は
、
当
該
特
約
が
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
推
進
す
る
こ
と
を
当
該
使
用
者
が
証
明
で
き
る
場
合
に
の
み
、
有
効
で

あ
る
。

⒝　

使
用
者
は
、
そ
の
労
働
者
と
の
間
で
の
合
理
的
に
限
定
さ
れ
た
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
使
用
者
の
も
の
を
保

護
す
る
正
当
な
利
益
を
有
す
る
。

⑴　

八
・
〇
二
条）

（10
（

で
定
義
さ
れ
る
営
業
秘
密
お
よ
び
そ
の
他
の
営
業
秘
密
の
定
義
を
充
足
し
な
い
保
護
に
値
す
る
秘
密
情
報

⑵　

顧
客
関
係

⑶　

市
場
に
お
け
る
当
該
労
働
者
の
評
判
へ
の
投
資

⑷　

当
該
労
働
者
の
所
有
す
る
事
業
の
購
入

　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
五
条
は
、
労
働
者
（em

ployee

）
が
新
た
な
使
用
者
の
た
め
に
働
く
場
合
に
、
前
の
雇
用
の

過
程
で
得
た
一
般
的
な
技
能
や
訓
練
を
利
用
で
き
る
こ
と
を
認
識
し
、
競
争
お
よ
び
労
働
者
の
流
動
性
に
関
す
る
公
共
の
利
益
を
受
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け
た
も
の
で
あ
る）（10
（

。
そ
し
て
、
同
条
⒜
号
お
よ
び
八
・
〇
六
条
の
記
述
す
る
ル
ー
ル
が
規
律
し
て
い
る
競
業
避
止
特
約
は
、
一
方
で
、

使
用
者
の
顧
客
関
係
、
労
働
者
の
評
判
へ
の
投
資
そ
の
他
の
正
当
な
利
益
（
八
・
〇
七
条
）
を
守
る
が
、
他
方
で
、
労
働
者
が
そ
の

使
用
者
か
ら
離
れ
、
よ
り
生
産
性
が
高
ま
る
別
の
使
用
者
の
下
へ
移
動
す
る
自
由
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
競
争
を
促
進
す
る
公
共

の
利
益
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
裁
判
所
は
、
八
・
〇
七
条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る

た
め
に
合
理
的
に
限
定
さ
れ
た
場
合
に
か
ぎ
り
、
競
業
避
止
特
約
を
有
効
と
し
て
、
対
立
す
る
利
益
を
調
和
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
）
（10
（

。

　

八
・
〇
五
条
は
、
退
職
労
働
者
に
よ
る
使
用
者
と
の
競
業
が
制
限
さ
れ
る
場
面
と
し
て
、
有
効
な
競
業
避
止
特
約
が
存
在
す
る
場

合
（
同
条
⒜
号
）
と
、
営
業
秘
密
の
侵
害
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
（
同
条
⒝
号
）
を
挙
げ
て
い
る
。
営
業
秘
密
の
侵
害
に

つ
い
て
は
本
稿
で
は
割
愛
す
る
が
、
競
業
避
止
特
約
（
秘
密
保
持
特
約
を
含
む）

（10
（

。）
を
活
用
す
る
意
義
は
、
営
業
秘
密
に
加
え
、
こ
れ

に
は
該
当
し
な
い
秘
密
情
報
（
例
え
ば
、
使
用
者
の
顧
客
関
係
に
関
す
る
情
報
）
を
も
保
護
で
き
る
（
八
・
〇
七
条
）
こ
と
や
、
情
報
の

使
用
や
開
示
の
禁
止
を
超
え
る
内
容
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
あ
り
、
競
業
そ
の
も
の
を
禁
止
で
き
る
場
合
も
あ
る）（10
（

。

　

八
・
〇
六
条
（
な
ら
び
に
同
条
を
前
提
と
す
る
八
・
〇
七
条
お
よ
び
八
・
〇
八
条
）
の
ル
ー
ル
は
、
様
々
な
類
型
の
競
業
避
止
特
約

（「
使
用
者
と
退
職
労
働
者
と
の
間
の
契
約
に
お
け
る
退
職
労
働
者
の
労
働
活
動
を
制
限
す
る
特
約）

（10
（

」）
に
適
用
さ
れ
る
た
め
、
競
業
を
完
全

に
禁
止
す
る
競
業
禁
止
特
約
（noncom

petition�covenants
）
の
ほ
か
、
顧
客
勧
誘
禁
止
特
約）（（1
（

や
従
業
員
引
抜
禁
止
特
約
が
あ
る
。

ま
た
、
退
職
労
働
者
が
特
定
の
競
業
活
動
を
行
う
に
は
特
定
の
支
払
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
特
約
も
競
業
避
止
特
約
に

当
た
る
。
こ
れ
ら
は
、
完
全
な
方
法
に
せ
よ
特
定
の
方
法
に
せ
よ
、
労
働
者
が
使
用
者
で
あ
っ
た
者
と
競
業
す
る
こ
と
を
実
質
的
に

制
限
す
る
効
果
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
使
用
者
の
利
益
の
種
類
に
応
じ
て
、
必
要
と
な
る
競
業
避
止
特
約
の
類
型
は
変
わ
り
う

る
が
、
八
・
〇
六
条
の
ル
ー
ル
の
下
で
は
、
す
べ
て
の
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
同
じ
一
般
的
な
審
査
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
裁
判

所
は
、
使
用
者
が
保
護
に
値
す
る
利
益
を
有
し
て
い
る
の
か
、
お
よ
び
当
該
競
業
避
止
特
約
が
、
そ
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
合
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理
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
か
を
審
査
す
る
こ
と
に
な
る）（（（
（

。

　

八
・
〇
六
条
の
下
で
、「
合
理
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
」
と
い
え
る
た
め
に
は
、
競
業
制
限
に
お
け
る
期
間）（（0
（

、
活
動
範
囲
、
地
理）（（0
（

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
は
な
ら
な
い）（（0
（

。
競
業
制
限
が
合
理
的
で
あ
る
か
ど

う
か
は
、
業
界
慣
行
や
、
正
当
な
利
益
の
性
質
な
ど
、
諸
般
の
事
情
か
ら
、
使
用
者
の
当
該
正
当
な
利
益
が
よ
り
小
さ
い
制
限
に

よ
っ
て
も
等
し
く
保
護
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
、
特
に
当
該
正
当
な
利
益
の
性
質
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
例
え
ば
、
使
用
者
の
顧
客
関
係
は
、
競
業
禁
止
特
約
で
は
な
く
、
勧
誘
禁
止
特
約
に
よ
っ
て
も
十
分
に
保
護
さ
れ
る
か
、

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
退
職
労
働
者
が
使
用
者
の
顧
客
を
勧
誘
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
使
用
者
に
と
っ
て

特
に
困
難
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
勧
誘
禁
止
特
約
で
は
正
当
な
利
益
を
十
分
に
保
護
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
う
る）（（0
（

。

　

八
・
〇
六
条
の
ル
ー
ル
か
ら
は
、「
ほ
か
の
法
」
や
「
適
用
さ
れ
う
る
専
門
的
職
業
の
規
則
」
に
よ
る
ル
ー
ル
が
除
外
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
「
ほ
か
の
法
」
と
し
て
、
競
業
避
止
特
約
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
退
職
労
働
者
の
行
為
が
、
前
使
用
者
と
他
の
労
働

者
と
の
間
の
契
約
関
係
へ
の
不
法
行
為
的
干
渉
（tortious�interference�w

ith�contractual�relations

）
に
該
当
し
う
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
る）（（0
（

。
ま
た
、「
専
門
的
職
業
」
と
し
て
は
、
弁
護
士
、
医
師
、
会
計
士
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
特
に
弁
護

士
に
つ
い
て
は
、
自
ら
選
択
し
た
弁
護
士
に
依
頼
す
る
と
い
う
依
頼
者
の
利
益
が
、
八
・
〇
七
条
に
記
述
さ
れ
て
い
る
正
当
な
利
益

に
優
越
す
る
た
め
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る）（（0
（

。
他
方
、
医
師
や
会
計
士
、
そ
の
他
の
専
門
職
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
規
制
す
る

規
則
や
一
般
国
民
の
需
要
に
対
す
る
供
給
の
安
定
性
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
専
門
職
に
対
す
る
合
理
的
な
競
業
避

止
特
約
の
有
効
性
の
問
題
も
、
州
に
よ
っ
て
異
な
る）（（0
（

。
一
般
国
民
の
需
要
に
よ
っ
て
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
が
否
定
さ
れ
う
る
こ

と
は
、
八
・
〇
六
条
⒟
号
に
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
特
約
が
合
理
的
で
あ
っ
て
も
、
特
定
の
地
理
的
市
場

に
お
い
て
、
重
要
な
商
品
も
し
く
は
労
務
を
供
給
す
る
個
人
ま
た
は
企
業
が
非
常
に
少
数
で
あ
る
場
合
な
ど
に
は
、
公
共
の
利
益
に
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反
す
る
も
の
と
し
て
競
業
避
止
特
約
が
例
外
的
に
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
開
業
医
が
少
な
い
小
さ
な
町
に
お
い

て
、
医
療
従
事
者
が
開
業
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
競
業
避
止
特
約
が
無
効
に
な
り
う
る）（（0
（

。

　

な
お
、
使
用
者
は
、
無
効
な
競
業
避
止
特
約
の
締
結
に
応
じ
な
か
っ
た
労
働
者
を
解
雇
し
た
場
合
、
公
序
違
反
の
違
法
解
雇

（w
rongful�discharge�in�violation�of�public�policy

）
を
理
由
と
し
て
不
法
行
為
責
任
を
負
う
（
五
・
〇
一
条
、
五
・
〇
二
条）

（0（
）（
（01
（

）。

　

八
・
〇
七
条
は
、
労
働
者
の
技
能
水
準
を
基
準
と
す
る
の
で
は
な
く
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
の
評
価
を
機
能
的
に
行
い
、
熟
練

度
の
低
い
労
働
者
と
の
関
係
で
競
業
避
止
特
約
を
無
効
に
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る
た
め
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
は
、
当
該
労
働
者

の
技
能
だ
け
で
な
く
、
使
用
者
が
競
業
制
限
に
つ
い
て
保
護
に
値
す
る
利
益
を
証
明
で
き
る
か
（
こ
れ
は
比
較
的
熟
練
度
の
低
い
一
般

労
働
者
（rank-and-file�em

ployees
）
の
場
合
は
証
明
で
き
な
い
可
能
性
が
高
い
。）
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る）（00
（

。

　

八
・
〇
七
条
に
記
述
さ
れ
て
い
る
正
当
な
利
益
は
、
使
用
者
が
そ
れ
ら
の
利
益
を
証
明
で
き
な
け
れ
ば
、
競
業
避
止
特
約
は
有
効

に
な
ら
な
い）（00
（

こ
と
か
ら
、
正
当
な
利
益
は
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
に
と
っ
て
重
要
な
要
件
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
同
条
は
限
定

列
挙
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
利
益
の
う
ち
、
ま
ず
、
営
業
秘
密
に
つ
い
て
は
、
八
・
〇
七
条
⒝
項
⑴
号
の
ル
ー
ル
の
下
で
、

統
一
営
業
秘
密
法）（00
（

や
八
・
〇
二
条）（00
（

に
沿
っ
て
そ
の
該
当
性
が
判
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
八
・
〇
七
条
⒝
項
⑴
号
は
、
営
業
秘
密
に
は

該
当
し
な
い
秘
密
情
報
も
正
当
な
利
益
に
な
り
う
る
、
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る）（00
（

。
こ
れ
は
、
第
三
次
不
正
競
争
法
リ
ス
テ
イ
ト

メ
ン
ト）（00
（

や
多
く
の
法
域
で
採
用
さ
れ
て
い
る
立
場
と
概
ね
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
営
業
秘
密
保
護
よ
り
も
広
い

範
囲
で
合
理
的
な
秘
密
保
持
特
約
が
有
効
と
さ
れ
る
根
拠
は
、
特
約
違
反
で
訴
え
ら
れ
て
い
る
労
働
者
が
、
ど
の
情
報
を
秘
密
情
報

と
し
て
使
用
者
が
取
り
扱
う
か
を
知
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
八
・
〇
七
条
⒝
項
⑴
号
に
い
う
秘
密
情
報
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
特
約
の
文
言
、
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
情
報
の
性
質
、
開
示
が
競
合
他
社
に
不
公
正
な
利
益
を
も
た

ら
す
程
度
な
ど
、
諸
般
の
事
情
か
ら
判
断
さ
れ
る
。
当
該
情
報
が
、
そ
の
秘
密
性
に
よ
っ
て
使
用
者
に
明
確
な
経
済
的
な
利
益
を
も

た
ら
す
非
公
知
の
事
業
上
の
情
報
で
あ
れ
ば
、
正
当
な
利
益
に
該
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ド
メ
イ
ン
に
あ
る
情
報
や
、
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労
働
者
が
雇
用
の
過
程
で
得
た
一
般
的
な
経
験
や
知
識
、
訓
練
、
技
能
の
一
部
を
な
す
情
報
な
ど
は
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を

支
え
る
保
護
に
値
す
る
利
益
に
当
た
ら
な
い）（00
（

。

　

次
に
、
顧
客
関
係
（
八
・
〇
七
条
⒝
項
⑵
号
）
は
、
使
用
者
が
、
顧
客
と
労
働
者
と
の
関
係
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
相
当
の
投
資

を
行
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
た
め
、
使
用
者
に
は
、
そ
の
投
下
資
本
に
よ
っ
て
形
成
・
発
展
さ
せ
た
顧
客
関
係
を
収
奪
す
る
こ
と
を

禁
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
投
下
資
本
を
保
護
す
る
た
め
の
合
理
的
な
手
段
を
講
じ
る
こ
と
に
正
当
な
利
益
が
あ
る
。
使
用
者
が

正
当
な
利
益
を
有
す
る
顧
客
関
係
は
、
当
該
退
職
労
働
者
が
在
職
中
に
取
引
を
行
っ
て
い
た
顧
客
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う

な
顧
客
関
係
も
、
通
常
、
そ
の
収
奪
の
禁
止
に
よ
り
十
分
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
競
業
そ
の
も
の
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
広
範

囲
な
制
限
と
し
て
無
効
に
な
る）（00
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
八
・
〇
七
条
⒝
項
⑶
号
は
、
使
用
者
が
、
特
定
の
顧
客
に
向
け
て
で
な
く
、
一
般
国
民
に
向
け
て
広
く
特
定
の

（
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
傑
出
し
た
能
力
と
高
度
に
公
的
ま
た
は
専
門
的
な
地
位
と
を
兼
ね
備
え
た
）
労
働
者
の
評
判
を
高
め
る
た
め
に
、

資
本
を
投
下
し
、
顧
客
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
を
当
該
労
働
者
と
の
間
で
事
実
上
共
有
し
て
い
る
よ
う
な
「
特
段
の
事
情
（special�

circum
stances

）」
を
想
定
し
て
い
る）（01
（

。
他
方
、
単
な
る
労
働
者
の
訓
練
費
用
に
関
す
る
投
資
回
収
の
利
益
は
、
競
業
制
限
を
正
当

化
す
る
利
益
に
は
な
ら
な
い）（0（
（

。

　

事
業
譲
渡
契
約
に
伴
い
、
事
業
譲
渡
人
は
、
事
業
譲
受
人
と
の
間
で
一
定
期
間
競
業
し
な
い
旨
の
合
意
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ

の
合
意
の
効
力
も
八
・
〇
六
条
の
合
理
性
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
が
、
①
労
働
者
た
る
事
業
譲
渡
人
は
、
一
般
的
な
労
働
者
と

比
較
し
て
相
当
の
交
渉
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
②
事
業
譲
渡
の
場
合
に
は
、
使
用
者
た
る
事
業
譲
受
人
の
投
下
資
本
の
利
益
を
保

護
す
る
た
め
に
競
業
禁
止
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
（
顧
客
勧
誘
禁
止
や
秘
密
保
持
だ
け
で
は
足
り
な
い
）
こ
と
、
③
事
業
譲
渡
人
は
、

事
業
譲
渡
に
よ
る
収
入
に
よ
っ
て
競
業
が
制
限
さ
れ
る
雇
用
の
対
価
を
得
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
競
業
避
止
特
約
よ
り
も
高
額
で
あ
る

こ
と
、
が
通
常
で
あ
る
た
め
、
競
業
制
限
が
厳
格
に
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
慮
は
働
か
な
い）（00
（

。
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競
業
避
止
特
約
が
有
効
と
な
る
た
め
に
は
、
特
約
が
八
・
〇
七
条
に
い
う
保
護
に
値
す
る
利
益
に
基
づ
い
て
お
り
、
特
約
締
結
時

お
よ
び
執
行
時
に
お
い
て
特
約
の
範
囲
が
合
理
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
約
締
結
時
か
ら
執
行
時
に
か
け
て
の
状
況
の
変
化
に

よ
り
、
使
用
者
の
保
護
に
値
す
る
利
益
が
失
わ
れ
、
特
約
が
無
効
と
な
る
場
合
も
あ
る）（00
（

。

　

以
上
が
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
前
記
ⅰ
）
に
続
い
て
策
定
さ
れ
た
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
内
容
で
あ
る
。

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
五
条
な
い
し
八
・
〇
八
条
は
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
八
条
な
ど
の
基
準
を

一
定
程
度
精
緻
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
行
す
る
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
、
ア
メ
リ
カ
の
法
域
間
で
ア
プ
ロ
ー
チ

の
統
一
性
を
促
進
す
る
こ
と
に
は
失
敗
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
日
訴
訟
や
立
法
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
重
要
な
問
題
に
ほ
と
ん
ど

言
及
し
て
い
な
い
新
し
い
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
も
、
同
様
に
効
果
的
で
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
評
価
お
よ
び
指
摘
が
あ
る）（00
（

。
ま

た
、
競
業
避
止
特
約
は
、
労
働
者
の
流
動
性
が
も
た
ら
す
大
き
な
経
済
政
策
上
の
問
題
と
し
て
、
研
究
者
や
立
法
者
・
政
策
立
案
者

か
ら
の
関
心
が
高
ま
る
一
方
で
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
関
心
を
も
た
れ
て
お
ら
ず）（00
（

、
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
問
題
は
経
済
分

析
・
政
策
分
析
に
従
う
の
で
あ
っ
て
、
経
済
学
に
疎
い
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
章
の
記
述
に
従
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
予
測

も
あ
っ
た）（00
（

。

　

競
業
避
止
特
約
規
制
が
雇
用
法
分
野
の
他
の
問
題
と
は
調
整
す
べ
き
利
益
が
異
な
る
こ
と
は
本
法
で
も
認
識
さ
れ
て
い
る
通
り
で

あ
る
（
前
記
㈠
1
⑴
、
㈡
1
⑴
参
照
）
が
、
競
業
避
止
特
約
の
制
限
に
関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
雇
用
法
分
野
の
他
の
ル
ー
ル
と
比
べ

て
も
、
法
域
間
の
相
違
が
大
き
い
た
め
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
基
礎
的
な
条
項
に
よ
っ
て
そ
の
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
捉
え
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）（00
（

。
す
な
わ
ち
、
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
記
述
は
、
合

理
性
審
査
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
が
、
何
を
も
っ
て
合
理
的
で
あ
る
か
が
法
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る）（00
（

。
こ

れ
は
、（
特
に
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
策
定
事
業
に
よ
る
）
統
一
的
ル
ー
ル
の
形
成
に
関
す
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
近
年
で
は
使
用
者
が
労
働
者
と
の
交
渉
を
経
ず
に
競
業
避
止
特
約
を
締
結
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
そ
の
有
効
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性
を
よ
り
厳
格
に
審
査
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
そ
の
傾
向
を
看
過
し
て
い
る
と
い
う
指

摘
も
あ
る）（00
（

。
特
に
、
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
低
賃
金
労
働
者
と
の
関
係
で
特
約
を
有
効
に
す
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
し
て
は
、
低
職
位
労
働
者
（low

-level�em
ployees

）
ま
た
は
低
賃
金
労
働
者
に
特
約

を
締
結
さ
せ
る
こ
と
の
問
題
を
直
接
取
り
上
げ
た
上
で
、
何
ら
か
の
説
得
力
の
あ
る
正
当
化
理
由
ま
た
は
明
確
か
つ
独
立
の
約
因
が

な
い
限
り
、
特
約
は
無
効
で
あ
る
と
推
定
す
る
な
ど
の
記
述
が
あ
れ
ば
望
ま
し
か
っ
た
と
い
う
提
言
も
な
さ
れ
て
い
る）（01
（

。

　

個
別
の
記
述
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
ま
ず
、
八
・
〇
七
条
⒝
項
⑵
号
の
顧
客
関
係
に
つ
い
て
は
、
勧
誘
禁
止
特
約
の
重
要
性
が

増
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者
の
現
在
・
将
来
・
過
去
の
顧
客
や
、
新
規
顧
客
・
断
続
的
な
顧
客
な
ど
の
区
別
も
な
く
、

使
用
者
は
顧
客
関
係
へ
の
投
資
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
と
い
う
非
常
に
簡
潔
な
記
述
し
か
な
い
た
め
、
指
針
と
し
て
は
ほ
と

ん
ど
機
能
し
な
い
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る）（0（
（

。
ま
た
、
八
・
〇
七
条
⒝
項
に
記
述
さ
れ
て
い
る
秘
密
情
報
（
⑴
号
後
段
）
に
つ
い
て
は
、

営
業
秘
密
で
は
な
い
「
秘
密
情
報
」
と
い
う
法
律
上
の
分
類
は
存
在
し
な
い
と
い
う
指
摘）（00
（

が
、
同
項
の
労
働
者
の
評
判
へ
の
投
資

（
⑶
号
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
競
業
避
止
特
約
を
有
効
と
す
る
と
い
う
判
例
法
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘）（00
（

が

あ
る
。
労
働
者
の
評
判
へ
の
投
資
に
は
、
使
用
者
お
よ
び
労
働
者
の
双
方
の
努
力
に
よ
る
投
資
か
ら
生
じ
た
労
働
者
の
評
判
を
不
当

に
使
用
者
に
専
有
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
う
る
こ
と
か
ら
、
労
働
者
が
そ
の
評
判
を
高
め
る
た
め
に
自
ら
時
間
と
労
力
を
投
資
す
る
こ

と
を
抑
制
す
る
と
い
う
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）（00
（

。

ⅲ
　
使
用
者
の
正
当
な
利
益

　

次
に
、
前
述
し
た
コ
モ
ン
ロ
ー
の
ル
ー
ル
の
成
文
化
と
い
う
趣
旨
を
含
む
本
法
八
条
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
八
条
は
、
競
業
禁
止

特
約
（
二
条
⑸
号
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

八
条
（
競
業
禁
止
特
約
）

　

競
業
禁
止
特
約
は
、
禁
止
さ
れ
、
無
効
と
な
る
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。
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⑴　

当
該
特
約
が
、
次
の
い
ず
れ
か
の
正
当
な
事
業
上
の
利
益
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

🄐　

労
働
者
が
実
質
的
な
所
有
者
で
あ
り
、
譲
渡
に
同
意
し
て
い
る
事
業
の
譲
渡

🄑　

労
働
者
が
実
質
的
な
所
有
者
で
あ
る
事
業
の
創
設

🄒　

営
業
秘
密

🄓　

使
用
者
の
既
存
の
依
頼
者
ま
た
は
顧
客
と
の
関
係

⑵　

労
働
者
が
当
該
特
約
に
署
名
し
た
時
点
お
よ
び
そ
の
執
行
時
点
ま
で
、
当
該
特
約
が
、
⑴
号
に
基
づ
く
利
益
を
保
護
す
る
た
め

に
、
現
実
の
競
争
（com

petition

）
の
期
間
（duration

）、
地
理
的
範
囲
（geographical�area

）
お
よ
び
範
囲
（scope

）

に
お
い
て
厳
格
に
限
定
さ
れ
て
お
り
（narrow

ly�tailored

）、
当
該
利
益
が
他
の
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
で
は
十
分

に
保
護
さ
れ
な
い
こ
と

⑶　

競
業
禁
止
が
次
の
期
間
を
超
え
な
い
こ
と

🄐　

⑴
号
🄐
ま
た
は
🄑
に
基
づ
く
利
益
を
保
護
す
る
場
合
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
五
年
間

🄑　

⑴
号
🄐
ま
た
は
🄑
に
基
づ
く
利
益
で
は
な
く
、
⑴
号
🄒
ま
た
は
🄓
に
基
づ
く
利
益
を
保
護
す
る
場
合
、
雇
用
関
係
の
終
了

後
一
年
間

　

八
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈）（00
（

か
ら
、
同
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

八
条
が
実
体
的
要
件
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
競
業
禁
止
特
約
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
な
か
で
最
も
厳
し
い
類
型

で
あ
る
。
同
条
⑴
号
で
は
、
競
業
禁
止
特
約
を
正
当
化
し
う
る
事
業
上
の
利
益
を
列
挙
し
て
い
る
。
正
当
な
利
益
に
つ
い
て
は
、
価

値
の
あ
る
労
働
者
が
使
用
者
と
競
業
す
る
こ
と
を
防
ぎ
た
い
と
い
う
使
用
者
の
願
望
は
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
る）（00
（

。

　

ま
ず
、
事
業
譲
渡
は
、
一
般
的
に
競
業
禁
止
を
正
当
化
す
る
利
益
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
競
業
禁
止
特
約
を
広
く
禁
止
す

る
州
に
お
い
て
も
、
事
業
譲
渡
に
基
づ
く
競
業
禁
止
の
有
効
性
は
肯
定
さ
れ
う
る
。
事
業
の
譲
渡
人
は
、
譲
渡
し
た
事
業
と
競
業
し
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な
い
こ
と
に
同
意
す
れ
ば
、
よ
り
高
い
譲
渡
価
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
競
業
禁
止
は
、
よ
り
高
い
価
格
を
得

た
譲
渡
人
た
る
労
働
者
に
利
益
を
も
た
ら
し
、
こ
の
高
い
価
格
を
支
払
っ
た
譲
受
人
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
。
八
条
⑴
号
🄐
の
下

で
は
、
譲
渡
人
が
当
該
事
業
の
「
実
質
的
な
所
有
者
」
と
し
て
、
譲
渡
に
よ
っ
て
実
質
的
な
利
益
を
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
少
数
の
株
式
を
所
有
す
る
被
用
者
は
、「
実
質
的
な
所
有
者
」
で
は
な
い
た
め
、
事
業
譲
渡
に
基
づ
く
競
業
禁

止
特
約
を
有
効
に
締
結
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
、
三
〇
％
の
株
式
を
所
有
す
る
被
用
者
は
、「
実
質
的
な
所
有
者
」
で
あ
る

こ
と
が
通
常
で
あ
る
。
加
え
て
、
競
業
禁
止
特
約
が
有
効
と
な
る
に
は
、
譲
渡
人
が
「
譲
渡
に
同
意
」
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
非
公
開
会
社
の
シ
ニ
ア
オ
フ
ィ
サ
ー
が
そ
の
会
社
の
三
〇
％
の
株
式
を
所
有
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
会
社
が
、
会
社
を

支
配
す
る
の
に
必
要
な
数
の
株
式
を
新
し
い
所
有
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
が
、
そ
の
シ
ニ
ア
オ
フ
ィ
サ
ー
は
、
こ
の
譲
渡

に
反
対
し
、
新
し
い
所
有
者
の
下
で
働
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
な
い
と
い
う
場
合
、
競
業
禁
止
特
約
は
、（
締
結
さ
れ
て
い
た
と
し
て

も
）
こ
の
事
業
譲
渡
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
ず
、
譲
渡
に
反
対
す
る
シ
ニ
ア
オ
フ
ィ
サ
ー
に
対
し
て
は
無
効
と
な
る
。

　

次
に
、
八
条
⑴
号
🄑
に
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
創
業
者
が
新
規
事
業
を
開
始
す
る
際
に
も
正
当
な
利
益
が
認
め
ら
れ
る
理
由

は
、
例
え
ば
、
三
名
の
創
業
者
が
会
社
の
た
め
に
働
き
、
相
当
の
株
式
を
保
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
創
業
者
ら
は
、
他
の
創

業
者
が
会
社
以
外
で
働
か
な
い
こ
と
を
約
束
し
な
い
限
り
、
そ
の
創
業
を
躊
躇
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

八
条
⑴
号
🄒
が
定
め
る
営
業
秘
密
の
保
護
も
、
競
業
禁
止
特
約
を
正
当
化
し
う
る
も
の
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
た
正
当
な
利
益
で

あ
る
。
た
だ
、
八
条
⑵
号
の
下
で
、
そ
の
営
業
秘
密
が
秘
密
保
持
特
約
（
九
条
、
二
条
⑴
号
）
に
よ
っ
て
は
十
分
に
保
護
さ
れ
な
い

こ
と
が
前
提
と
な
る
。
秘
密
保
持
特
約
を
超
え
て
競
業
禁
止
特
約
を
締
結
す
る
こ
と
の
意
義
は
、
退
職
労
働
者
が
秘
密
保
持
特
約
に

違
反
し
て
営
業
秘
密
を
使
用
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
認
識
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
、
有
効
な
対
応
策
と
な
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
事
業
の
戦
略
計
画
そ
の
他
の
営
業
秘
密
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
ト
ッ
プ
オ
フ
ィ
サ
ー
が
競
合
他

社
に
転
職
し
た
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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八
条
⑴
号
🄓
が
挙
げ
る
依
頼
者
や
顧
客
と
の
関
係
を
保
護
す
る
こ
と
も
、
競
業
禁
止
特
約
の
正
当
利
益
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て

い
る
。
労
働
者
を
重
要
な
依
頼
者
と
引
き
合
わ
せ
た
後
に
、
そ
の
労
働
者
が
退
職
し
、
そ
の
依
頼
者
を
他
の
企
業
に
連
れ
て
行
っ
て

し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
使
用
者
は
、
労
働
者
を
雇
用
し
た
り
、
十
分
に
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
だ
ろ
う）（00
（

。

競
業
禁
止
特
約
は
、
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
八
条
⑴
号
🄓
は
、
依
頼
者
や
顧
客
と
の
関
係
を

利
益
と
し
て
認
め
つ
つ
、
限
定
も
加
え
て
い
る
。
そ
の
限
定
と
は
、
依
頼
者
や
顧
客
が
「
既
存
の
」
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
つ
て
の
顧
客
関
係
や
、
一
回
的
な
取
引
を
行
っ
た
だ
け
で
将
来
に
わ
た
る
取
引
の
可
能
性
が
あ
る
と

は
い
え
な
い
顧
客
で
は
同
号
の
該
当
性
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。

　

本
法
は
、
競
業
禁
止
特
約
の
適
用
を
そ
の
正
当
な
活
用
を
超
え
て
不
当
に
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
、
八
条
⑴
号
🄐
な
い
し
🄒
に
列

挙
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
正
当
な
利
益
を
認
め
て
い
な
い
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
限
定
列
挙
で
あ
る
。

　

た
だ
、
本
法
が
認
め
て
い
る
利
益
に
関
連
す
る
別
の
利
益
で
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
秘
密
情
報
と
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
が
あ

る
。
秘
密
情
報
は
、
営
業
秘
密
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、「
営
業
秘
密
そ
の
他
の
秘
密
情
報
」
の
保
護
と
い
う
、
や
や
広
い
文
言

を
用
い
る
制
定
法
や
コ
モ
ン
ロ
ー
の
裁
判
所
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
本
法
は
、
混
乱
を
招
く
だ
け
で
有
害
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
広
範
な
用
語
は
採
用
し
な
か
っ
た
。
秘
密
情
報
の
多
く
は
、
統
一
営
業
秘
密
法
で
定
義
さ
れ
る
営
業
秘
密）（00
（

に
該

当
し
、
し
た
が
っ
て
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
を
支
え
る
も
の
と
な
る
。
実
際
上
、
競
業
禁
止
特
約
を
正
当
化
す
る
た
め
に
十
分
な

秘
密
情
報
で
あ
り
な
が
ら
、
営
業
秘
密
に
は
該
当
し
な
い
と
い
う
例
は
想
定
し
に
く
い
、
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
八
条
⑴
号
）
（00
（

🄒
は
、

そ
の
よ
う
な
事
例
の
存
在
を
前
提
と
せ
ず
に
、
営
業
秘
密
だ
け
が
競
業
禁
止
特
約
を
正
当
化
し
う
る
こ
と
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、「
営
業
秘
密
そ
の
他
の
秘
密
情
報
」
と
い
う
冗
長
さ
を
打
破
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
秘
密
保
持
特
約
と
の
違
い
と
し
て
、

九
条
が
定
め
る
通
り
、
秘
密
保
持
特
約
は
営
業
秘
密
を
超
え
て
秘
密
情
報
を
守
る
も
の
で
あ
る
が
、
競
業
避
止
特
約
の
保
護
対
象
は

営
業
秘
密
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
競
業
禁
止
特
約
の
正
当
な
利
益
で
あ
る
と
述
べ
る
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制
定
法
や
コ
モ
ン
ロ
ー
の
裁
判
所
が
あ
る
。
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
は
、
顧
客
が
リ
ピ
ー
タ
ー
客
と
な
る
傾
向
と
定
義
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
、
本
法
が
正
当
な
利
益
と
し
て
認
識
し
て
い
る
顧
客
関
係
の
保
護
に
相
当
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
よ
り

広
義
に
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
を
資
産
の
会
計
的
価
値
を
超
え
た
事
業
の
全
体
的
価
値
と
定
義
す
る
裁
判
所
も
あ
る
。
こ
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ

ル
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
が
従
事
し
て
い
る
労
務
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
た
め
、
競
業
禁
止
特
約
を
正
当
化
す
る
に
は
曖
昧
に
過
ぎ

る
概
念
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
法
は
、
依
頼
者
や
顧
客
と
の
関
係
は
正
当
な
利
益
で
あ
る
と
定
め
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
を
供
給
業
者
と
の
関
係
や
取
引
関
係

（business�relationships
）
一
般
に
広
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
取
引
関
係
は
、
広
範
で
曖
昧
な
概
念
で
あ
る
し
、
供

給
業
者
と
の
関
係
も
、
労
働
者
の
競
業
禁
止
特
約
と
し
て
は
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
ず
、
秘
密
情
報
と
し
て
秘
密
保
持
特
約
に
よ
っ
て

保
護
さ
れ
れ
ば
足
り
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　

労
働
者
が
最
高
の
労
務
を
行
う
と
い
う
使
用
者
の
主
張
も
競
業
禁
止
特
約
の
正
当
な
利
益
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
具
体

的
な
判
例
や
論
文
の
引
用
と
と
も
に
、
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
優
秀
な
競
争
相
手
に
よ
る
競
争

を
妨
げ
る
と
い
う
む
き
出
し
の
目
標
に
近
く
、
危
険
だ
か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ⅳ
　
厳
格
な
限
定

　

八
条
⑵
号
の
大
部
分
は
、
現
実
の
競
争
の
地
理
（geography

）、
期
間
、
範
囲
が
厳
格
に
限
定
さ
れ
、
現
実
の
正
当
な
利
益
を
保

護
す
る
た
め
に
必
要
最
小
限
の
範
囲
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
要
件
を
成
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
競
業

禁
止
特
約
は
使
用
者
の
現
実
の
競
争
活
動
の
範
囲
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
が
、
最
も
重
要
な
点
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
例
と
し
て
、
使
用
者
が
オ
ハ
イ
オ
州
で
の
み
競
争
し
て
い
る
場
合
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
を
も
競
業
禁
止
特
約
の
対
象
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
、
営
業
秘
密
が
六
か
月
で
そ
の
価
値
を
失
う
場
合
、
競
業
禁
止
特
約
の
期
間
を
一
年
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と）（01
（

、
使
用
者
が
口
腔
外
科
手
術
に
の
み
従
事
し
て
い
る
場
合
、
一
般
歯
科
を
も
競
業
禁
止
特
約
の
対
象
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
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こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
八
条
⑵
号
の
下
で
は
、
競
業
避
止
特
約
が
有
効
に
な
る
た
め
に
は
、
特
約
の
締
結
時
お
よ
び
執
行
時
を
通
じ
て
厳
格
な
限

定
の
要
件
を
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
時
的
要
件
（tem
poral�requirem

ent

）
が
課
さ
れ
て
い
る）（0（
（

。
例
え
ば
、
使
用

者
が
競
業
禁
止
特
約
の
締
結
時
に
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
お
よ
び
イ
リ
ノ
イ
州
で
競
争
し
て
お
り
、
そ
の
特
約
が
両
州
で
の
競
業
を
防

止
す
る
こ
と
は
適
切
だ
っ
た
が
、
使
用
者
が
イ
リ
ノ
イ
州
で
の
事
業
を
行
わ
な
く
な
っ
た
場
合
、
使
用
者
は
イ
リ
ノ
イ
州
で
は
競
業

禁
止
特
約
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

　

使
用
者
の
正
当
な
利
益
が
他
の
類
型
の
競
業
禁
止
特
約
に
よ
っ
て
十
分
に
保
護
さ
れ
る
場
合
に
は
、
競
業
禁
止
特
約
が
禁
止
さ
れ

る
（
八
条
⑵
号
後
段
）
理
由
は
、
競
業
禁
止
特
約
が
、
競
業
を
完
全
に
禁
止
す
る
点
で
最
も
負
担
の
重
い
類
型
の
競
業
避
止
特
約
で

あ
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
勧
誘
禁
止
特
約
や
取
引
禁
止
特
約
、
秘
密
保
持
特
約
は
、
退
職
労
働
者
が
競
合
企
業
を
設
立
し
た

り
、
こ
れ
に
参
画
し
た
り
す
る
こ
と
ま
で
は
妨
げ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
競
業
禁
止
特
約
が
、
厳
格
に
限
定
さ
れ
て
い
た
（
八

条
⑵
号
前
段
の
充
足
）
と
し
て
も
、
よ
り
制
限
的
で
な
い
競
業
避
止
特
約
が
営
業
秘
密
や
顧
客
関
係
に
関
す
る
使
用
者
の
利
益
を
保

護
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
場
合
、
そ
の
競
業
禁
止
特
約
は
広
範
囲
に
過
ぎ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
競
業
禁
止
特
約
は
、
使

用
者
の
正
当
な
利
益
を
守
る
た
め
の
最
後
の
手
段
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
最
初
の
手
段
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。

ⅴ
　
期
間
の
上
限

　

八
条
⑵
号
前
段
の
厳
格
な
限
定
と
は
別
に
、
同
条
⑶
号
は
競
業
禁
止
特
約
の
期
間
の
上
限
を
定
め
て
い
る
。
労
働
者
に
と
っ
て
、

そ
の
生
産
性
が
最
も
高
く
な
る
産
業
で
の
競
業
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
、
一
年
間
で
あ
っ
て
も
大
き
な
負
担
と
な
る
。
ま
た
同
時
に
、

一
年
あ
れ
ば
営
業
秘
密
の
価
値
や
労
働
者
と
顧
客
と
の
関
係
の
強
度
も
減
少
す
る
こ
と
が
多
い
。
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
と
、
一
年

後
に
は
、
労
働
者
の
職
業
生
活
へ
の
不
利
益
が
、
使
用
者
の
営
業
秘
密
や
顧
客
関
係
の
保
護
を
継
続
す
る
価
値
を
上
回
る
こ
と
が
一

般
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
、
八
条
⑶
号
🄑
で
は
、
競
業
禁
止
特
約
の
期
間
の
上
限
を
雇
用
終
了
後
一
年
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間
と
定
め
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
事
業
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
前
記
ⅲ
で
も
述
べ
た
通
り
、
譲
渡
人
た
る
労
働
者
に
競
業
禁
止
が
課
さ
れ
る
場
合
、
譲

渡
価
格
が
高
く
な
る
こ
と
が
多
い
。
成
功
し
た
事
業
を
創
設
し
た
所
有
者
は
、
次
な
る
事
業
で
も
成
功
す
る
能
力
が
あ
り
、
そ
れ
が

脅
威
と
な
る
た
め
、
譲
渡
す
る
事
業
に
つ
い
て
競
業
禁
止
を
課
さ
な
い
こ
と
は
、
譲
受
人
に
と
っ
て
は
リ
ス
ク
の
大
き
い
提
案
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
よ
り
長
い
一
〇
年
間
と
い
う
競
業
禁
止
期
間
の
上
限
を
主
張
す
る
立
場
も
あ
れ
ば
、
流
動
性
を

重
視
し
、
五
年
間
よ
り
も
短
い
上
限
を
主
張
す
る
立
場
も
あ
る
。
し
か
し
、
総
合
的
に
見
れ
ば
、
五
年
間
が
、
元
の
所
有
者
の
グ
ッ

ド
ウ
ィ
ル
や
技
術
を
減
少
さ
せ
る
の
と
同
時
に
、
関
連
市
場
に
お
け
る
譲
受
人
の
評
判
を
強
固
に
す
る
た
め
に
は
長
い
期
間
で
あ
る

と
い
え
る
。
八
条
⑶
号
🄐
は
、
競
争
促
進
と
い
う
最
も
重
要
な
目
標
か
ら
、
五
年
と
い
う
上
限
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

い
わ
ゆ
る
ガ
ー
デ
ン
リ
ー
ヴ
（garden�leave

）、
す
な
わ
ち
競
業
禁
止
期
間
中
に
使
用
者
が
労
働
者
に
対
し
て
報
酬
を
支
払
う
場

合
に
は
、
競
業
禁
止
期
間
の
上
限
は
長
く
な
る
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
本
法
は
、
そ
の
よ
う

な
報
酬
を
支
払
う
競
業
避
止
特
約
の
存
在
を
認
め
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
七
条
に
基
づ
く
合
理
性
の
審
査
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性

は
あ
る）（00
（

も
の
の
、
ガ
ー
デ
ン
リ
ー
ヴ
そ
れ
自
体
が
競
業
制
限
期
間
の
上
限
を
延
長
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
上
限
の
延
長
を
正
当
化
し
う
る
ガ
ー
デ
ン
リ
ー
ヴ
の
適
切
な
金
額
を
制
定
法
で
定
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
こ
と
と
、
ガ
ー
デ
ン
リ
ー
ヴ
に
よ
る
場
合
も
、
労
働
者
が
そ
の
価
値
が
最
も
高
く
な
る
と
思
わ
れ
る
産
業
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と

に
よ
る
社
会
的
コ
ス
ト
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る）（00
（

。

　

明
確
な
上
限
を
設
定
し
て
い
る
の
は
、
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
判
断
に
関
し
て
確
実
性
と
予
測
可
能
性
が
高
ま
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
規
定
も
、
七
条
の
注
釈
（
前
記
1
⑷
ⅱ
）
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
免
責
で
は
な
く
上
限
で
あ
る
か
ら
、
競
業
禁
止
特
約

の
期
間
が
最
長
期
間
よ
り
も
短
く
て
も
、
七
条
に
基
づ
き
不
合
理
で
あ
る
、
ま
た
は
八
条
⑵
号
に
基
づ
き
厳
格
に
限
定
さ
れ
て
い
な

い
、
と
判
断
さ
れ
う
る
。
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ⅵ
　
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
維
持
と
転
換
点

　

前
記
ⅳ
の
通
り
、
本
法
の
（
七
条
で
は
な
く
）
八
条
の
ル
ー
ル
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
制
限
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
成
文
化
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
く
コ
モ
ン
ロ
ー
の
ル
ー
ル
を
分
析
、
整
理
し
て
記
述
し
た
雇
用
法
リ
ス
テ
イ

ト
メ
ン
ト
と
内
容
を
比
較
す
る
と
、
維
持
さ
れ
て
い
る
部
分
と
、
転
換
を
図
っ
た
と
み
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

ま
ず
、
競
業
避
止
特
約
が
制
約
さ
れ
る
根
拠
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
競
業
避
止
特
約
に
よ
る
取

引
制
限
が
自
由
競
争
の
円
滑
な
作
用
を
害
す
る
場
合
、
特
約
を
無
効
と
す
る
、
と
い
う
立
場
で
あ
る
（
前
記
ⅰ
）。
雇
用
法
リ
ス
テ

イ
ト
メ
ン
ト
も
、
労
働
者
の
よ
り
生
産
性
が
高
ま
る
別
の
使
用
者
へ
の
移
動
の
自
由
と
競
争
を
促
進
す
る
公
共
の
利
益
を
阻
害
す
る

こ
と
か
ら
、
競
業
避
止
特
約
が
制
限
さ
れ
る
、
と
解
し
て
い
る
（
前
記
ⅱ
）。
そ
し
て
、
本
法
も
、
競
業
避
止
特
約
に
は
、
労
働
者

が
よ
り
生
産
性
の
高
い
機
会
に
移
動
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
し
て
社
会
的
な
生
産
性
に
も
損

害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
危
険
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
前
記
㈠
1
⑴
）。
こ
の
よ
う
に
、
競
業
避
止
特
約
が
、
契
約
の
一
種

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
有
効
性
が
制
限
さ
れ
る
根
拠
は
、
一
貫
し
て
労
働
者
の
移
動
（
転
職
）
の
自
由
と
競
争
促
進
の
公

益
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
営
業
秘
密
や
顧
客
関
係
、
事
業
の
購
入
な
ど
の
主
た
る
正
当
な
利
益
が
競
業
避
止
特
約
を

正
当
化
す
る
根
拠
に
つ
い
て
の
理
解
も
、
基
本
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
具
体
的
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
内
容
と
し
て
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
記
述
が
維
持
さ
れ
て
い
る
部
分
と

し
て
は
、
一
つ
は
、
専
門
的
職
業
に
つ
い
て
は
合
理
性
基
準
の
射
程
が
直
ち
に
及
ば
ず
、
別
の
ル
ー
ル
の
適
用
が
想
定
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
（
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
六
条
に
よ
る
「
適
用
さ
れ
う
る
専
門
的
職
業
の
規
則
〔
の
〕
別
段
の
定
め
」
の
除
外
、
本

法
三
条
⒞
項）

（00
（

）。
ま
た
、
本
法
六
条
の
労
働
者
の
退
職
理
由
お
よ
び
解
雇
理
由
に
関
す
る
規
制
も
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
ル
ー
ル
を
成
文

化
し
た
も
の
で
あ
り
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
六
条
⒜
号
・
⒝
号
の
立
場
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
（
前

記
1
⑶
）。
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そ
し
て
本
法
で
は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
コ
モ
ン
ロ
ー
）
の
内
容
を
維
持
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
本
法
の
下
で
も
参
考

に
な
り
う
る
（
本
法
三
条
⒝
項
前
段
に
つ
き
、
前
記
㈡
2
）。
な
お
、（
労
務
の
消
費
者
た
る
）
一
般
国
民
へ
の
競
業
避
止
特
約
に
よ
る
損

害
や
悪
影
響
（
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
八
条
⑴
項
⒝
号
お
よ
び
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
六
条
⒟
）
に
つ
い
て

は
、
本
法
に
お
け
る
七
条
の
合
理
性
と
八
条
⑵
号
の
厳
格
な
限
定
と
の
関
係
が
必
ず
し
も
注
釈
で
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

七
条
の
合
理
性
に
お
け
る
考
慮
要
素
で
あ
る
「
公
共
の
利
益
」
と
し
て
、
使
用
者
の
利
益
と
の
均
衡
を
審
査
す
る
こ
と
に
な
る
（
前

記
1
⑷
ⅰ
）
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
本
法
に
よ
る
制
定
法
化
に
伴
い
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
記
述
内
容
か
ら
転
換
し
た
と
み
ら
れ
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。

そ
の
一
つ
が
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
下
で
は
、
競
業
避
止
特
約
の
内
容
・
類
型
（
制
限
対
象
と
な
る
活
動
）
に
関
係
な
く
、
適
用
さ
れ
る

基
準
は
同
じ
合
理
性
基
準
（
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
八
条
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
六
条
・
八
・
〇
七
条
）

で
あ
っ
て
、
特
約
内
容
は
基
準
の
適
用
に
関
わ
る
、
と
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
本
法
が
、
合
理
性
基
準
が
八
条
⑵
号
に
（
本
法
の

注
釈
か
ら
は
明
確
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
同
条
に
加
え
て
七
条
に
も
）
承
継
さ
れ
て
い
る
が
、
特
約
を
類
型
化
し
た
上
で
、
期
間
の
上
限

な
ど
の
固
有
要
件
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
転
換
点
の
一
つ
で
あ
る）（00
（

。

　

ま
た
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、「
営
業
秘
密
」
と
は
別
に
、
こ
れ
に
は
至
ら
な
い
「
秘
密
情
報
」
も
競
業
避
止

特
約
の
正
当
な
利
益
を
構
成
し
う
る
（
八
・
〇
七
条
⒝
項
⑴
号
後
段
）
が
、
こ
の
理
解
に
対
し
て
は
、
法
律
上
の
分
類
は
存
在
し
な
い

と
の
指
摘
も
あ
っ
た
（
前
記
ⅱ
）
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
法
も
、
そ
の
よ
う
な
理
解
は
混
乱
を
招
く
だ
け
で
あ
る
上
、
実
際
上
も
想
定

で
き
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
競
業
禁
止
特
約
の
正
当
な
利
益
と
し
て
は
列
挙
し
て
い
な
い
（
前
記
ⅲ
）。
な
お
、
雇
用
法
リ
ス
テ

イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
七
条
⒝
項
⑵
号
の
顧
客
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
顧
客
が
正
当
な
利
益
を
構
成
す
る
か
の
説
明
が
不
十

分
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
（
前
記
ⅱ
）
が
、
本
法
で
は
、「
既
存
の
」
顧
客
と
明
記
さ
れ
た
（
八
条
⑴
号
）
（00
（

🄓
）。
労
働
者
の
評
判
へ
の

投
資
（
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
七
条
⒝
項
⑶
号
）
も
、
本
法
で
は
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
前
述
し
た
主
た
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る
正
当
な
利
益
は
、
基
本
的
に
本
法
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
い
わ
ば
周
辺
的
な
情
報
や
利
益
は
正
当
な
利
益
か
ら
除
外
さ
れ
る

に
至
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
対
し
て
は
、
低
賃
金
労
働
者
や
低
職
位
労
働
者
が
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
生
活
に
重

大
な
影
響
を
受
け
る
と
い
う
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
前
記
ⅱ
）
と
こ
ろ
、
本
法
で
は
、
低
賃
金
労
働
者
の
締
結
す
る
特
約
を
禁

止
し
て
い
る
（
五
条
）。
こ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
特
約
は
、
萎
縮
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
だ
け
で
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
下
で
も
正
当
な
利

益
に
欠
け
る
こ
と
を
理
由
に
無
効
に
な
る
た
め
で
あ
る
か
ら
、
特
約
の
有
効
性
判
断
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い

（
前
記
1
⑵
）。

　

最
後
に
、
本
法
で
は
、「
競
業
避
止
特
約
」
の
定
義
が
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
よ
り
も
広
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
も
、
本
法
の
特
約
類
型
の
ほ
ぼ
全
て
に
触
れ
て
い
る
が
、
訓
練
費
用
返
還
特
約
に
は

（
少
な
く
と
も
明
示
的
に
は
）
触
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
が
コ
モ
ン
ロ
ー
の
下
で
競
業
避
止
特
約
と
し
て
は
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。

⑵
　
秘
密
保
持
特
約

　

本
法
九
条
は
、
秘
密
保
持
特
約
（
二
条
⑴
号
。
開
示
禁
止
特
約
（nondisclosure�agreem

ent

）
と
も
呼
ば
れ
る
。）
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
る
。

九
条
（
秘
密
保
持
特
約
）

　

秘
密
保
持
特
約
は
、
禁
止
さ
れ
、
無
効
と
な
る
。
た
だ
し
、
労
働
者
が
、
次
の
い
ず
れ
か
の
情
報
を
使
用
し
、
ま
た
は
開
示
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

⑴　

業
務
上
獲
得
し
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
の
一
般
的
な
訓
練
、
知
識
、
技
能
ま
た
は
経
験
か
ら
生
じ
た
も
の



24

法学研究 95 巻 9 号（2022：9）

⑵　

関
係
す
る
一
般
国
民
が
容
易
に
確
認
で
き
る
も
の

⑶　

使
用
者
の
事
業
と
は
無
関
係
な
も
の

　

九
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈）（00
（

か
ら
、
同
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

ま
ず
、
九
条
⑴
号
に
定
め
ら
れ
て
い
る
情
報
は
、
た
と
え
業
務
の
な
か
で
獲
得
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
労
働
者
に
帰
属

す
る
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
秘
密
情
報
と
一
般
的
な
経
験
・
訓
練
と
の
間
の
境
界
線
は
微
妙
で
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
秘
密
情
報

が
過
度
に
拡
大
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
本
号
の
よ
う
な
限
定
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。

　

次
に
、
九
条
⑵
号
お
よ
び
⑶
号
の
情
報
は
、
営
業
秘
密
の
定
義）（00
（

に
追
従
し
つ
つ
、
そ
れ
を
や
や
超
え
る
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
て

い
る
。
同
条
⑵
号
の
「
関
係
す
る
一
般
国
民
」
と
は
、
広
く
、
当
該
産
業
ま
た
は
分
野
に
お
け
る
競
合
他
社
や
他
者
を
指
す
。
そ
し

て
、
⑶
号
は
、
使
用
者
の
事
業
の
経
済
的
な
成
功
と
は
無
関
係
な
情
報
を
除
外
す
る
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
。

　

秘
密
保
持
特
約
に
つ
い
て
は
、
期
間
の
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
営
業
秘
密
は
、
半
永
久
的
に
そ
の
価
値
を
保
持
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
労
働
者
も
半
永
久
的
に
そ
れ
を
使
用
ま
た
は
開
示
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
。
他
方
、
保
護
さ
れ

た
情
報
が
関
係
す
る
一
般
国
民
に
と
っ
て
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
（
九
条
⑵
号
に
該
当
す
る
）
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
契
約
の
有

効
性
が
失
わ
れ
る
。

⑶
　
取
引
禁
止
特
約

　

一
〇
条
は
、
取
引
禁
止
特
約
（
二
条
⑷
号
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

一
〇
条
（
取
引
禁
止
特
約
）

　

取
引
禁
止
特
約
は
、
禁
止
さ
れ
、
無
効
と
な
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
約
が
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。
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⑴　

労
働
者
が
直
接
に
（personally

）
働
い
て
い
た
使
用
者
の
潜
在
的
ま
た
は
既
存
の
依
頼
者
も
し
く
は
顧
客
に
の
み
適
用
さ
れ

る
こ
と

⑵　

そ
の
期
間
が
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
の
雇
用
関
係
の
終
了
後
六
か
月
間
を
超
え
な
い
こ
と

　

一
〇
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈）（00
（

か
ら
、
同
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

取
引
禁
止
特
約
は
、
退
職
労
働
者
が
依
頼
者
や
顧
客
で
あ
っ
た
者
と
一
切
の
取
引
を
し
な
い
よ
う
に
制
限
す
る
特
約
で
あ
り
、
勧

誘
禁
止
特
約
（
二
条
⑹
号
、
一
一
条
）
と
類
似
し
て
い
る
が
、
勧
誘
禁
止
特
約
が
、
顧
客
が
自
身
の
意
思
で
労
働
者
の
と
こ
ろ
に
来

て
い
る
場
合
に
は
労
働
者
が
取
引
に
応
じ
る
こ
と
ま
で
は
禁
止
し
て
い
な
い
点
で
、
取
引
禁
止
特
約
の
ほ
う
が
広
い
義
務
を
課
す
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
取
引
禁
止
特
約
の
ほ
う
が
よ
り
制
限
的
で
あ
る
こ
と
は
、
勧
誘
禁
止
特
約
の
期
間
の
上
限
が
一
年
で
あ

る
（
一
一
条
⑵
号
）
の
に
対
し
、
取
引
禁
止
特
約
で
は
そ
れ
が
六
か
月
（
一
〇
条
⑵
号
）
で
あ
る
こ
と
に
反
映
さ
れ
て
い
る）（01
（

。

　

い
ず
れ
の
類
型
の
特
約
も
、
顧
客
と
の
関
係
を
保
護
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
労
働
者
が
直
接
に
労
務
を
提
供
し
た
こ
と

が
な
い
依
頼
者
や
顧
客
と
の
関
係
で
は
、
正
当
な
利
益
を
欠
く
こ
と
に
な
る
（
一
〇
条
⑴
号
、
一
一
条
⑴
号
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
場

合
は
、
使
用
者
に
競
争
を
防
止
し
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
一
〇
条
⑴
号
お
よ

び
一
一
条
⑴
号
は
、
取
引
禁
止
特
約
お
よ
び
勧
誘
禁
止
特
約
に
お
い
て
、
労
働
者
が
直
接
に
働
い
て
い
た
「
潜
在
的
」
な
顧
客
関
係

を
保
護
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
会
社
が
販
売
主
任
（chief�salesperson

）
Ｅ
を
通
じ
て
大
き

な
依
頼
者
の
勧
誘
に
相
当
な
時
間
と
費
用
を
費
や
し
た
が
、
ま
だ
販
売
契
約
の
締
結
に
は
至
っ
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

当
該
顧
客
は
既
存
の
依
頼
者
で
は
な
い
が
、
被
用
者
Ｅ
が
退
職
し
て
競
合
会
社
を
設
立
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
参
画
し
た
と
き
、
Ｅ
が

そ
の
潜
在
的
顧
客
と
取
引
を
し
た
り
、
こ
れ
を
勧
誘
し
た
り
す
る
こ
と
を
会
社
が
禁
止
で
き
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
取
引
禁
止
特
約
も
、
使
用
者
の
顧
客
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
淡
い
期
待
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
顧
客
と
退
職
労
働
者

が
取
引
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
こ
と
は
で
き
な
い）（0（
（

。
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⑷
　
勧
誘
禁
止
特
約

　

一
一
条
は
、
勧
誘
禁
止
特
約
（
二
条
⑹
号
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

一
一
条
（
勧
誘
禁
止
特
約
）

　

勧
誘
禁
止
特
約
は
、
禁
止
さ
れ
、
無
効
と
な
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
約
が
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

⑴　

労
働
者
が
直
接
に
働
い
て
い
た
使
用
者
の
潜
在
的
ま
た
は
既
存
の
依
頼
者
も
し
く
は
顧
客
に
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と

　
　
　

⑵　

そ
の
期
間
が
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
の
雇
用
関
係
の
終
了
後
一
年
間
を
超
え
な
い
こ
と

　

一
一
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
前
記
⑶
の
通
り
、
一
〇
条
の
注
釈
で
も
説
明
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
一
条
に
関

す
る
注
釈）（00
（

の
う
ち
重
複
す
る
内
容
は
省
略
す
る
が
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
説
明
も
あ
る
。

　

勧
誘
禁
止
特
約
の
期
間
が
そ
の
上
限
（
一
一
条
⑵
号
）
以
内
で
あ
っ
て
も
、
七
条
の
合
理
性）（00
（

と
い
う
基
本
的
な
要
件
は
同
様
に
課

さ
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
退
職
し
た
会
計
士
が
、
事
務
所
に
所
属
し
て
い
た
時
に
自
分
の
母
親
の
税
務
を
担
当
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

母
親
か
ら
の
業
務
に
つ
い
て
勧
誘
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
特
約
は
、
不
合
理
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
母
親
が
前
事
務
所
で
退
職
会
計
士
と
取
引
を
行
う
の
に
同
意
す
る
た
め
に
事
務
所
の
組
織
的
な
支
援
が
必

要
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
事
情
な
ど
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
分
析
に
大
き
く
依
存
す
る
こ
と
と
な
る）（00
（

。

⑸
　
引
抜
禁
止
特
約

　

一
二
条
は
、
引
抜
禁
止
特
約
（
二
条
⑺
号
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

一
二
条
（
引
抜
禁
止
特
約
）

　

引
抜
禁
止
特
約
は
、
禁
止
さ
れ
、
無
効
と
な
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
約
が
雇
用
し
、
ま
た
は
引
き
抜
く
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
が
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。
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⑴　

労
働
者
が
直
接
に
働
い
て
い
た
使
用
者
の
下
で
現
在
働
い
て
い
る
ほ
か
の
労
働
者
の
み
で
あ
る
こ
と

⑵　

そ
の
期
間
が
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
の
雇
用
関
係
の
終
了
後
六
か
月
間
を
超
え
な
い
こ
と

　

一
二
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈）（00
（

か
ら
、
同
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

コ
モ
ン
ロ
ー
の
裁
判
所
は
、
同
僚
の
引
抜
き
が
被
用
者
の
忠
実
義
務
違
反
に
当
た
る
と
判
断
す
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
る
が
、
こ

れ
と
同
様
に
、
引
抜
禁
止
特
約
に
も
懐
疑
的
で
あ
る
。
本
法
が
、
引
抜
禁
止
特
約
の
期
間
の
上
限
を
六
か
月
と
短
く
定
め
て
い
る

（
一
二
条
⑵
号
）
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
労
働
者
の
引
抜
き
に
つ
い
て
は
、
顧
客
や
依
頼
者
に
つ
い
て
の
取
引
禁
止
特
約
（
一
〇

条
）
お
よ
び
勧
誘
禁
止
特
約
（
一
一
条
）
の
よ
う
な
区
別
は
な
く
、
退
職
労
働
者
の
ほ
う
か
ら
同
僚
を
勧
誘
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も

同
僚
の
ほ
う
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
の
か
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の
引
抜
禁
止
特
約
に
六
か
月
の
制
限
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
、
注

目
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同
条
⑴
号
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
が
、
二
人
の
者
が
知
り
合
い
、
関
係
を
形
成
す
る
環

境
を
作
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
退
職
労
働
者
と
働
い
た
こ
と
の
な
い
者
の
引
抜
き
を
禁
止
す
る
特
約
を
正
当
化
す
る
理
由

は
存
在
し
な
い
、
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
引
抜
禁
止
特
約
の
期
間
が
本
法
の
上
限
以
内
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
は
引
抜
禁
止
特
約
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
り
続
け

る
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
あ
る
者
が
職
場
の
同
僚
で
あ
っ
た
者
（
こ
れ
は
、
大
学
の
同
級
生
だ
っ
た
と
い

う
場
合
も
あ
る
。）
を
新
規
事
業
の
た
め
に
引
き
抜
く
こ
と
を
妨
げ
る
よ
う
な
引
抜
禁
止
特
約
は
、
七
条
の
下
で
不
合
理
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、
重
要
な
人
材
の
大
量
離
脱
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
引
抜
行
為
の
み
を
禁
止
す

る
こ
と
は
合
理
的
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
引
抜
き
の
制
限
は
、
労
働
者
の
競
争
力
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
間
接
的
に
前

使
用
者
の
労
働
力
の
流
動
性
に
も
影
響
を
与
え
る
。



28

法学研究 95 巻 9 号（2022：9）

⑹
　
競
業
に
対
す
る
支
払
特
約

　

一
三
条
は
、
競
業
に
対
す
る
支
払
特
約
（
二
条
⑻
号
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

一
三
条
（
競
業
に
対
す
る
支
払
特
約
）

　

競
業
に
対
す
る
支
払
特
約
は
、
禁
止
さ
れ
、
無
効
と
な
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
約
が
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り

で
な
い
。⑴　

使
用
者
に
対
す
る
現
実
の
競
争
上
の
損
害
を
超
え
な
い
金
銭
的
な
結
果
を
課
す
も
の
で
あ
る
こ
と

⑵　

そ
の
期
間
が
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
の
雇
用
関
係
の
終
了
後
一
年
間
を
超
え
な
い
こ
と

　

一
三
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈）（00
（

か
ら
、
同
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

競
業
に
対
す
る
支
払
特
約
は
、
競
業
や
顧
客
の
勧
誘
、
同
僚
の
引
抜
き
な
ど
の
行
為
を
明
示
的
に
禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

よ
う
な
行
為
に
対
し
て
金
銭
的
な
違
約
罰
（penalty

）
を
課
す
内
容
の
特
約
で
あ
る
。
本
法
は
、
そ
の
違
約
罰
が
使
用
者
に
対
す
る

現
実
の
競
争
上
の
損
害
を
超
え
な
い
場
合
に
限
り
、
そ
の
よ
う
な
特
約
を
認
め
る
（
一
三
条
⑴
号
）
が
、
そ
れ
を
超
え
る
利
益
の
吐

出
し
（disgorgem

ent

）
は
認
め
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
競
業
に
対
す
る
支
払
特
約
は
、
競
合
事
業
を
開
始
し
て
顧
客
を
収
奪
し
た

退
職
労
働
者
が
退
職
の
前
年
に
顧
客
か
ら
得
て
い
た
純
益
と
同
額
の
支
払
い
を
内
容
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
し
て
も
、
当
該
労
働

者
が
そ
の
才
覚
に
よ
っ
て
得
た
そ
の
純
益
を
超
え
る
部
分
の
金
額
を
支
払
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
労
働

者
が
退
職
し
て
か
ら
一
年
が
経
っ
て
か
ら
の
支
払
い
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
同
条
⑵
号
）。

　

本
法
は
、
労
働
者
が
、
そ
の
後
の
雇
用
か
ら
得
た
金
銭
の
支
払
い
で
は
な
く
、
前
使
用
者
の
下
で
働
い
て
い
る
間
に
既
に
発
生
し

た
給
付
の
支
払
い
ま
た
は
失
権
を
要
求
す
る
特
約
に
は
適
用
さ
れ
な
い
（
三
条
⒡
項
）。
そ
の
よ
う
な
特
約
に
対
す
る
規
制
は
他
の

法
律
に
委
ね
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
労
働
者
が
雇
用
関
係
終
了
後
に
使
用
者
以
外
の
た
め
に
働
い
た
場
合
に
は
未
消
化
の
休
暇
の
手
当

は
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
特
約
に
つ
い
て
は
、
事
実
上
す
べ
て
の
州
に
あ
る
賃
金
お
よ
び
労
働
時
間
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
こ
の
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よ
う
な
既
発
生
の
休
暇
の
失
権
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
者
が
雇
用
関
係
終
了
後
に
使
用
者
以
外
の
た
め
に
働
い
た
場
合

に
は
既
発
生
の
退
職
金
は
受
け
取
れ
な
い
と
い
う
特
約
に
つ
い
て
も
、
エ
リ
サ
法
な
ど
、
こ
れ
を
禁
止
し
、
ま
た
は
禁
止
し
て
い
な

い
他
の
法
律
に
よ
る
規
制
に
委
ね
ら
れ
る
。

⑺
　
訓
練
費
用
返
還
特
約

　

一
四
条
は
、
訓
練
費
用
返
還
特
約
（
二
条
⒅
号
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

一
四
条
（
訓
練
費
用
返
還
特
約
）

　

訓
練
費
用
返
還
特
約
は
、
禁
止
さ
れ
、
無
効
と
な
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
約
が
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な

い
。

⑴　

特
別
訓
練
の
費
用
の
返
還
の
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

⑵　

そ
の
期
間
が
当
該
特
別
訓
練
の
終
了
後
二
年
間
を
超
え
な
い
こ
と

⑶　

当
該
訓
練
終
了
後
に
な
さ
れ
た
業
務
に
つ
い
て
按
分
し
て
い
る
（prorate

）
こ
と

　

一
四
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈）（00
（

か
ら
、
同
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

他
の
類
型
の
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
が
、
雇
用
終
了
後
の
行
動
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
訓
練
費
用
返
還

特
約
は
、
訓
練
後
か
ら
雇
用
終
了
前
ま
で
の
期
間
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
使
用
者
は
、
こ
の
期
間
に
訓
練
へ
の
投
資
を
回
収
す

る
こ
と
に
な
る
。
使
用
者
は
、
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
費
用
返
還
に
よ
る
脅
威
の
下
に
労
働
者
を
過

度
に
長
く
拘
束
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
法
は
、
使
用
者
が
特
別
訓
練
に
投
資
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
と
い
う
政
策
目
標
と
、
労

働
者
の
流
動
性
を
認
め
る
と
い
う
政
策
目
標
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
四
条
⑵
号
が
、
特
約
の
期
間
の
上
限
を
特
別
訓
練
の
終
了
後
二
年
と
定
め
て
い
る
の
は
、
使
用
者
の
下
で
二
年
間
働
け
ば
、
そ
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の
労
働
者
は
特
別
訓
練
の
費
用
を
返
還
し
た
と
み
な
さ
れ
る
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
同
条
⑶
号
の
按
分
要
件
は
、
二
年
間
の
訓
練

費
用
返
還
特
約
に
つ
き
、
訓
練
終
了
後
一
年
間
使
用
者
の
下
で
働
い
た
労
働
者
は
、
特
別
訓
練
に
要
し
た
費
用
の
半
分
を
返
還
し
た

も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
按
分
要
件
に
よ
り
、
費
用
返
還
義
務
が
研
修
後
の
勤
続
期
間
の
満
了
時
に
す
べ
て
消

滅
す
る
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
型
の
返
還
制
度
も
許
さ
れ
な
い）（00
（

。

（
70
）　

第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
記
述
す
る
取
引
制
限
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
、
契
約
法
に
関
す
る
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、

会
社
の
設
立
や
他
と
の
取
引
拒
否
は
、
そ
れ
ら
を
内
容
と
す
る
約
束
（prom

ise

）
が
あ
れ
ば
、
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
う
る
が
、
取
引
制

限
に
当
た
る
と
し
て
も
、
約
束
が
関
わ
ら
な
い
場
合
は
、
ル
ー
ル
の
範
囲
外
と
な
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T�

（S
ECO

N
D

）� O
F�C

O
N
T
RA
CT
S�

Introductory�N
ote�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�1981

）.

（
71
）　Id.�

§§�186-188.�

こ
れ
ら
の
ブ
ラ
ッ
ク
レ
タ
ー
（Black�Letter.�

判
例
法
準
則
を
条
文
の
形
式
で
記
述
し
た
も
の
。）
の
翻
訳
と
し

て
、
松
本
恒
雄
「
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
試
訳
（
三
）」
民
商
法
雑
誌
九
四
巻
六
号
八
二
八
―
八
二
九
頁
も
参
照
。

（
72
）　R

EST
A
T
EM
EN
T�（S

ECO
N
D

）� OF�C
O
N
T
RA
CT
S�Introductory�N

ote,�

§�186�cm
t.�a�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�1981

）.

（
73
）　Id.�Introductory�N

ote.

（
74
）　Id.�

§�186�cm
t.�a.

（
75
）　Id.�Introductory�N

ote.

（
76
）　Id.�

§�187�cm
t.a.

（
77
）　Id.�

§�186�cm
t.a.

（
78
）　

第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一
四
条
は
、「
取
引
制
限
の
合
意
が
違
法
と
な
る
場
合
」
に
つ
い
て
、「
取
引
制
限
の
合
意
は
、

当
該
制
限
が
不
合
理
で
あ
る
場
合
、
違
法
で
あ
る
。」
と
記
述
し
て
い
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�C
O
N
T
RA
CT
S�

§�514�

（A
M.�L

A
W�I N

ST.�
1932

）.

（
79
）　

第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一
三
条
は
、「
取
引
制
限
の
合
意
の
定
義
」
に
つ
い
て
、「
合
意
の
履
行
が
何
ら
か
の
事
業
に

お
け
る
競
争
を
制
限
し
、
ま
た
は
約
束
者
の
有
給
の
職
業
遂
行
を
制
限
す
る
場
合
、
当
該
約
束
は
取
引
制
限
と
な
る
。」
と
記
述
し
て
い
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る
。Id.�

§�514.
（
80
）　R

EST
A
T
EM
EN
T�（S

ECO
N
D

）� OF�C
O
N
T
RA
CT
S�

§�186�reporters

’�notes�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�1981

）.
（
81
）　

こ
れ
ら
は
例
示
列
挙
で
あ
る
。Id.�

§�187�cm
t.�b,�

§�188�cm
t.�e.�

例
え
ば
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
も
付
随
性
が
肯
定
さ
れ
う
る

関
係
で
あ
る
。Id.�

§�188�reporters

’�notes�cm
t.�e.

（
82
）　

一
八
七
条
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
約
束
の
当
事
者
の
間
に
法
律
行
為
や
関
係
が
存
在
し
な

い
競
売
に
お
け
る
入
札
に
関
す
る
約
束
が
あ
る
。Id.�

§�187�cm
t.�c.

（
83
）　

前
記
1
⑴
ⅱ
も
参
照
。

（
84
）　R

EST
A
T
EM
EN
T�（S

ECO
N
D

）� OF�C
O
N
T
RA
CT
S�

§�187�cm
t.�b.�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�1981

）.

（
85
）　

第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一
五
条
は
、「
取
引
制
限
が
不
合
理
で
あ
る
場
合
」
に
つ
い
て
、「
取
引
制
限
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
法
令
に
よ
る
許
可
ま
た
は
社
会
的
も
し
く
は
経
済
的
な
支
配
的
正
当
性
が
な
い
か
ぎ
り
、
不
合
理
で
あ
る
。
⒜

当
該
制
限
が
課
さ
れ
る
者
の
利
益
の
保
護
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
る
場
合
、
⒝
制
限
を
受
け
る
者
に
過
度
の
困
難
（undue�hardship

）

を
課
す
場
合
、
⒞
独
占
を
形
成
す
る
こ
と
に
資
し
、
も
し
く
は
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ま
た
は
人
為
的
に
価
格
を
統
制
し
、
も
し

く
は
生
産
を
制
限
す
る
場
合
、
⒟
財
産
の
譲
渡
ま
た
は
使
用
を
不
合
理
に
制
限
す
る
場
合
、
⒠
競
争
を
控
え
る
約
束
に
基
づ
く
も
の
で

あ
っ
て
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
そ
の
他
の
財
産
の
移
転
に
関
す
る
契
約
ま
た
は
既
存
の
雇
用
も
し
く
は
雇
用
契
約
に
付
随
す
る
も
の
で
な
い
場

合
。」
と
記
述
し
て
い
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�C
O
N
T
RA
CT
S�

§�514�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�1932

）.

（
86
）　R

EST
A
T
EM
EN
T�（S

ECO
N
D

）� OF�C
O
N
T
RA
CT
S�

§�187�reporters

’�notes�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�1981

）.

（
87
）　Id.�

§�188�cm
t.a.

（
88
）　Id.�

§�188�cm
t.�b.

（
89
）　Id.�

§�188�cm
t.�g.

（
90
）　Id.�

§�188�cm
t.�b.

（
91
）　Id.�

§�188�cm
t.�d,�

§�188�cm
t.�g.

（
92
）　Id.�

§�188�cm
t.�g.

（
93
）　Id.�

§�188�cm
t.�c,�

§�188�cm
t.�g.
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（
94
）　

第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一
五
条
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
85
）。

（
95
）　

第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一
六
条
は
、「
合
理
的
な
制
限
の
例
」
に
つ
い
て
、「
次
の
合
意
は
、
独
占
を
生
じ
さ
せ
る
か
、

生
じ
さ
せ
る
計
画
の
一
部
を
な
す
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
不
合
理
な
取
引
制
限
を
課
す
も
の
で
は
な
い
。
⒜
財
産
ま
た
は
事
業
の
譲
渡
人

が
譲
渡
し
た
財
産
ま
た
は
事
業
の
価
値
を
損
な
う
よ
う
な
方
法
で
譲
受
人
と
競
争
し
な
い
と
合
意
す
る
こ
と
、
⒝
財
産
ま
た
は
事
業
の
譲

受
人
ま
た
は
借
主
が
譲
渡
人
ま
た
は
貸
主
と
競
合
し
、
も
し
く
は
こ
れ
に
損
害
を
与
え
る
た
め
に
財
産
ま
た
は
事
業
を
使
用
し
な
い
と
合

意
す
る
こ
と
、
⒞
実
際
の
競
合
他
社
ま
た
は
競
合
他
社
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
者
と
組
合
関
係
に
な
る
こ
と
を
合
意
す
る
こ
と
、
⒟
組
合

員
が
組
合
の
継
続
し
て
い
る
間
ま
た
は
脱
退
後
の
合
理
的
な
制
限
の
下
で
競
争
そ
の
他
の
方
法
で
組
合
の
事
業
を
妨
げ
な
い
こ
と
を
合
意

す
る
こ
と
、
⒠
他
の
者
と
排
他
的
に
取
引
す
る
こ
と
を
合
意
す
る
こ
と
、
⒡
助
手
、
使
用
人
ま
た
は
代
理
人
が
雇
用
ま
た
は
代
理
の
期
間

中
も
し
く
は
そ
の
後
、
使
用
者
ま
た
は
本
人
の
保
護
の
た
め
に
合
理
的
に
必
要
な
地
域
内
か
つ
期
間
、
労
働
者
ま
た
は
代
理
人
に
過
度
な

困
難
を
強
い
る
こ
と
な
く
、
使
用
者
ま
た
は
本
人
と
競
業
し
な
い
こ
と
を
合
意
す
る
こ
と
。」
と
記
述
し
て
い
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�
C
O
N
T
RA
CT
S�

§�516�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�1932

）.

（
96
）　R

EST
A
T
EM
EN
T�（S

ECO
N
D

）� OF�C
O
N
T
RA
CT
S�

§�188�reporters

’�notes�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�1981

）.

（
97
）　R

EST
A
T
EM
EN
T�（S

ECO
N
D

）� OF�A
GEN

CY�

§�396�cm
t.�a�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�1958

）.

（
98
）　R

EST
A
T
EM
EN
T�（T

H
IRD

）� OF�A
GEN

CY�
§�8.04�cm

t.�b�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�2006

）.

（
99
）　

同
章
の
法
理
は
、
い
ず
れ
も
人
的
資
源
の
利
用
お
よ
び
支
配
を
規
制
す
る
も
の
だ
と
も
い
わ
れ
る
。Catherine�Fisk�&

�A
dam

�
Barry,�Contingent Loyalty and R

estricted E
xit: Com

m
entary on the R

estatem
ent of E

m
ploym

ent Law
,�16��E

M
P.�R

T
S.�

&
�E
M
P.�P

O
L

’Y�J.�413,�417�（2012

）.

（
（11
）　

非
営
利
団
体
も
、
営
利
目
的
の
使
用
者
と
同
様
に
、
退
職
労
働
者
と
の
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
不
公
正
な
競
争
か
ら
保
護
さ
れ
る

正
当
な
利
益
を
も
ち
う
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�8.07�reporters

’�notes�cm
t.�b�

（A
M.�L

A
W�I N

ST.�2015

）.�

こ
の

点
は
、
本
法
の
立
場
と
同
様
で
あ
る
（
前
記
㈡
1
⑴
）。

（
（1（
）　

競
業
避
止
特
約
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
差
止
命
令
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
①
前
使
用
者
と
現
在
の
使
用
者
と
が
直
接
の
競
合

他
社
で
あ
る
こ
と
、
②
退
職
労
働
者
の
新
た
な
職
務
が
前
の
職
務
と
十
分
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
、
③
②
の
た
め
、
退
職
労
働
者
は
、
前

使
用
者
の
営
業
秘
密
を
使
用
ま
た
は
開
示
す
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
地
位
で
の
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
④
❶
退
職
労
働
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者
に
そ
の
よ
う
な
使
用
ま
た
は
開
示
の
明
白
な
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
、
❷
当
該
労
働
者
の
行
為
が
、
欺
罔
（deceit

）
も
し
く

は
営
業
秘
密
そ
の
他
の
秘
密
情
報
の
不
正
使
用
の
行
動
様
式
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
、
営
業
秘
密
の
開
示
も
し
く
は
使
用
を
禁
止

す
る
倫
理
的
制
約
お
よ
び
裁
判
所
の
差
止
命
令
だ
け
で
は
前
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
こ
と
、
が
立
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
出
さ
れ
る
差
止
命
令
は
、
新
使
用
者
が
前
使
用
者
に
対
し
て
不
公
正
な
商
業
上
の
優
位

性
を
獲
得
す
る
こ
と
を
防
ぐ
の
に
必
要
な
期
間
内
に
限
定
さ
れ
る
。Id.�

§�8.05�cm
t.�b.

（
（10
）　

八
・
〇
三
条
は
、「
労
働
者
ま
た
は
退
職
労
働
者
に
よ
る
使
用
者
の
営
業
秘
密
の
開
示
ま
た
は
使
用
」
に
つ
い
て
、「
⒜
労
働
者
ま
た

は
退
職
労
働
者
が
、
使
用
者
の
同
意
な
し
に
、
当
該
労
働
者
が
、
当
該
労
働
者
自
身
の
利
益
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
、
八
・
〇

二
条
で
定
義
さ
れ
る
使
用
者
の
営
業
秘
密
を
第
三
者
に
開
示
し
、
ま
た
は
使
用
し
た
場
合
、
使
用
者
に
対
す
る
忠
実
義
務
に
違
反
す
る
。

⒝
当
該
労
働
者
が
当
該
開
示
ま
た
は
使
用
に
あ
た
っ
て
、
法
的
義
務
、
法
的
保
護
そ
の
他
の
法
的
許
可
に
基
づ
い
て
行
動
し
た
場
合
、
ａ

項
で
記
述
さ
れ
る
義
務
に
違
反
し
な
い
。
⒞
使
用
者
の
営
業
秘
密
を
開
示
し
、
ま
た
は
使
用
し
な
い
と
い
う
当
該
労
働
者
の
義
務
は
、
当

該
情
報
が
八
・
〇
二
条
に
基
づ
い
て
営
業
秘
密
で
あ
る
か
ぎ
り
、
存
続
し
、
退
職
の
理
由
に
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
も
残
存

す
る
。」
と
記
述
し
て
い
る
。Id.�

§�8.03.�
八
・
〇
二
条
に
つ
い
て
は
、
後
掲
注（
（10
）参
照
。

（
（10
）　

こ
の
範
囲
と
は
活
動
範
囲
（scope�of�activities

）
の
こ
と
を
指
す
。Id.�

§�8.06�cm
t.�c.

（
（10
）　

八
・
〇
二
条
は
、「
使
用
者
の
営
業
秘
密
の
定
義
」
に
つ
い
て
、「
使
用
者
の
情
報
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
本
章

の
下
で
営
業
秘
密
と
な
る
。
⒜
そ
れ
が
秘
密
に
さ
れ
る
こ
と
か
ら
独
立
し
た
経
済
的
価
値
が
得
ら
れ
、
⒝
使
用
者
が
そ
れ
を
秘
密
に
保
つ

た
め
に
合
理
的
な
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
か
つ
、
⒞
そ
の
情
報
が
次
の
い
ず
れ
で
も
な
い
こ
と
。
⑴
一
般
国
民
に
ま
た
は
使
用
者
の
産
業

に
お
い
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
。
⑵
適
切
な
手
段
に
よ
り
他
人
が
容
易
に
入
手
で
き
る
も
の
。
⑶
労
働
者
が
雇
用
の
通
常
の
過
程
に
お
い

て
一
般
的
な
経
験
、
知
識
、
訓
練
ま
た
は
技
能
を
通
じ
て
獲
得
し
た
も
の
」
と
記
述
し
て
い
る
。Id.�

§�8.02.

（
（10
）　Id.�

§�8.05�cm
t.�a.

（
（10
）　Id.�

§�8.06�cm
t.�a.

（
（10
）　Id.�

§�8.06�reporters

’�notes�cm
t.�b.

（
（10
）　Id.�

§�8.06�cm
t.�d.�See also�Id.�

§�8.07�cm
t.�a.

（
（10
）　

同
条
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、
競
業
避
止
特
約
と
は
、「
退
職
労
働
者
の
労
働
活
動
に
対
す
る
契
約
上
の
制
限
」
を
い
う
。Id.�

§�8.06�
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t.�a.

（
（（1
）　

勧
誘
禁
止
特
約
と
取
引
禁
止
特
約
と
は
明
確
に
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
規
律
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

See�id.�

§�8.06�cm
t.�c,�illus.�5.

（
（（（
）　Id.�

§�8.06�cm
t.�b.

（
（（0
）　

例
え
ば
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
開
発
と
い
う
産
業
の
性
質
上
、
秘
密
情
報
た
る
事
業
戦
略
計
画
は
、
六
か
月
以
内
に
陳
腐
化
す
る
た
め
、

一
年
間
の
競
業
禁
止
特
約
は
不
合
理
で
あ
る
。Id.�

§�8.06�cm
t.�c,�illus.�4.

（
（（0
）　

例
え
ば
、
使
用
者
が
三
六
の
州
で
顧
客
に
労
務
を
提
供
し
て
い
る
も
の
の
、
退
職
労
働
者
は
三
つ
の
州
で
し
か
労
務
を
提
供
し
て
い

な
か
っ
た
場
合
、
退
職
労
働
者
が
在
職
中
に
労
務
を
提
供
し
た
顧
客
を
勧
誘
す
る
こ
と
を
禁
止
す
れ
ば
、
労
働
者
が
使
用
者
の
支
援
を
受

け
て
形
成
し
た
顧
客
関
係
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
は
十
分
で
あ
る
。Id.�

§�8.06�cm
t.�c,�illus.�6.�

他
方
、
使
用
者
お
よ
び
そ
の
競
合

他
社
が
世
界
中
の
顧
客
に
労
務
を
提
供
し
て
お
り
、
使
用
者
の
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
で
あ
っ
た
退
職
労
働
者
が
世
界
中
で
通
用
す
る
営

業
秘
密
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
場
合
、
六
か
月
間
、
世
界
の
ど
こ
に
お
い
て
も
使
用
者
と
競
業
し
な
い
と
い
う
特
約
も
合
理
的
で
あ
る
。

Id.�

§�8.06�cm
t.�c,�illus.�7.

（
（（0
）　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
労
働
者
の
「
過
度
な
困
難
」
が
な
い
こ
と
（
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
八
条
⑴
項

⒝
号
）
を
要
件
と
す
る
立
場
は
と
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
裁
判
所
は
、
専
ら
こ
の
要
件
を
理
由
に
特
約
を
無
効
に
す
る
例
が

非
常
に
少
な
く
、
八
・
〇
六
条
が
記
述
す
る
要
件
を
充
足
し
な
い
よ
う
な
場
合
に
の
み
「
過
度
な
困
難
」
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
、
と

い
う
分
析
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、「
過
度
の
困
難
」
の
独
立
し
た
要
件
と
し
て
の
意
義
が
希
薄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。Id.�

§�8.06�
reporters

’�notes�cm
t.�b.

（
（（0
）　Id.�

§�8.06�cm
t.�c.

（
（（0
）　Id.�

§�8.05�cm
t.�a.

（
（（0
）　

法
律
事
務
所
の
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
競
業
避
止
特
約
を
有
効
と
す
る
州
は
少
数
に
と
ど
ま
る
。Id.�

§�8.06�reporters

’�notes�cm
t.�h.

（
（（0
）　Id.�

§�8.06�cm
t.�h.

（
（（0
）　Id.�

§�8.06�cm
t.�i.

（
（01
）　

五
・
〇
二
条
は
、「
公
序
違
反
の
違
法
解
雇
：
保
護
さ
れ
る
行
動
」
に
つ
い
て
、「
使
用
者
は
、
労
働
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
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る
合
理
的
な
行
為
を
し
た
こ
と
を
理
由
に
解
雇
し
た
場
合
、
五
・
〇
一
条
に
基
づ
い
て
不
法
行
為
責
任
の
対
象
と
な
る
。（
中
略
）
⒟
雇

用
の
条
件
と
し
て
の
権
利
放
棄
に
関
す
る
使
用
者
の
主
張
、
も
し
く
は
権
利
放
棄
に
関
す
る
裁
判
所
の
執
行
が
確
立
さ
れ
た
公
序
に
違
反

す
る
場
合
に
お
い
て
、
交
渉
不
能
ま
た
は
放
棄
不
能
な
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
こ
と
（
後
略
）」
と
記
述
し
て
い
る
。Id.�

§�
5.02.�See also�Id.�

§�5.02�reporters

’�notes�cm
t.�e.�

そ
し
て
、「
公
序
違
反
の
違
法
解
雇
」
に
関
す
る
五
・
〇
一
条
は
、「
労
働
者
が

五
・
〇
二
条
に
記
述
さ
れ
て
い
る
確
立
さ
れ
た
公
序
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
行
動
に
関
与
し
た
こ
と
を
理
由
に
当
該
労
働
者
を
解
雇
し
た

使
用
者
は
、
公
序
違
反
の
違
法
解
雇
を
理
由
と
し
て
不
法
行
為
責
任
の
対
象
と
な
る
。
た
だ
し
、
適
用
さ
れ
う
る
公
序
の
根
拠
と
な
る
制

定
法
そ
の
他
の
法
に
よ
り
、
不
法
行
為
責
任
が
排
除
さ
れ
、
そ
の
他
不
法
行
為
に
基
づ
く
請
求
の
裁
判
所
に
よ
る
承
認
が
不
適
切
で
あ
る

場
合
は
、
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。」
と
記
述
し
て
い
る
。Id.�

§�5.01.

（
（0（
）　Id.�

§�8.06�cm
t.�j.

（
（00
）　Id.�

§�8.07�reporters
’�notes�cm

t.�b.

（
（00
）　Id.�

§�8.07�cm
t.�f.

（
（00
）　

前
掲
注（
30
）参
照
。

（
（00
）　

前
掲
注（
（10
）参
照
。

（
（00
）　

こ
れ
に
対
し
、
非
公
知
で
は
あ
る
が
営
業
秘
密
に
該
当
し
な
い
情
報
を
契
約
に
よ
っ
て
保
護
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
法
域
も
あ
る
。

R
EST

A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�8.06�reporters

’�notes�cm
t.�d�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�2015

）.

（
（00
）　R

EST
A
T
EM
EN
T�

（T
H
IRD

）� OF�U
N
FA
IR�C

O
M
PET

IT
IO
N�

§�42��cm
t.�g�

（A
M.�L

A
W�I N

ST.�1995

）.�「
使
用
者
は
、
合
理
的
な
競
業
禁
止
特

約
と
い
う
手
段
に
よ
り
、
法
律
上
は
営
業
秘
密
と
し
て
保
護
さ
れ
な
い
情
報
が
退
職
労
働
者
に
よ
っ
て
競
争
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

か
ら
保
護
さ
れ
う
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
（00
）　R
EST

A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�8.07�cm
t.�b�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�2015

）.

（
（00
）　Id.�

§�8.07�cm
t.�c.�See also Id.�

§�8.06�cm
t.�c,�illus.�3; Id.�

§�8.07�cm
t.�c,�illus.�4.

（
（01
）　Id.�

§�8.07�cm
t.�d.

（
（0（
）　Id.�

§�8.07�cm
t.�f.

（
（00
）　Id.�

§�8.07�cm
t.�e.
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（
（00
）　Id.�

§�8.08�cm
t.�b.�

日
本
法
の
要
件
事
実
論
で
い
え
ば
、
特
約
の
締
結
時
お
よ
び
特
約
の
執
行
時
に
お
け
る
要
件
充
足
が
「
時
的
要

素
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
（00
）　A

lan�H
yde,�A

 Brief U
ser

’s G
uide to R

estatem
ent of E

m
ploym

ent Law
 Chapter I, E

m
ployee O

bligations and 
R

estrictive Covenants,�21��E
M
P.�R

T
S.�&

�E
M
P.�P

O
L

’Y�J.�623,�636-637�（2017

）.
（
（00
）　Id,�at�642.

（
（00
）　Id,�at�644.

（
（00
）　M

ichael�Selm
i,�T

rending and the R
estatem

ent of E
m

ploym
ent Law

’s Provisions on E
m

ployee M
obility,�100�

C
O
RN
ELL�L.�R

EV.�1369,�1375�（2015

）.

（
（00
）　Id.�at�1379.

（
（00
）　Id.�at�1375,�1387-1388,�1389.�

使
用
者
が
競
業
避
止
特
約
の
締
結
に
際
し
て
交
渉
力
の
格
差
を
利
用
し
て
い
る
問
題
に
対
し
て
、

八
・
〇
八
条
（
後
記
㈣
2
⑴
ⅰ
参
照
）
の
ル
ー
ル
の
下
で
特
約
の
修
正
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う
対
処
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。Id.�at�1387.�

ま
た
、
約
因
に
つ
い
て
、
前
掲
注（
50
）の
通
り
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
は
、
営
業
秘
密
な
ど
の
共

有
も
特
約
の
約
因
に
当
た
り
う
る
と
い
う
設
例
が
あ
る
の
み
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
レ
タ
ー
が
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
多
く
の
法
域
に
お
い
て
、

随
意
雇
用
の
労
働
者
の
雇
用
継
続
が
十
分
な
約
因
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
、
と
注
釈
に
記
述
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
た
め
、
そ
の
立
場

は
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
、
次
の
指
摘
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
起
草
者
注
記
で
引
用
さ
れ
る
判
例
の
圧
倒
的
多
数
が
継
続
雇
用
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
る
特
約
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
ル
ー
ル
を
提
唱
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
よ
う
に
長
々
と
判
例
を
示
す
の
で
は
な
く
、
実
体
的
な
記
述
に
よ
り
指
針
を
示
す
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

Id.�at�1386.

（
（01
）　Id.�at�1388.

（
（0（
）　Id.�at�1385.

（
（00
）　H

yde,�supra�note�134,�at�638�n.59.�

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
い
う
「
営
業
秘
密
」
と
「
秘
密
情
報
」
と
の
関
係
が
不
明

瞭
で
あ
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
。Id.�at�625;�Fisk�&

�Barry,�supra�note�99,�at�421-422.

（
（00
）　H

yde,�supra�note�134,�at�642.
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（
（00
）　Fisk�&

�Barry,�supra�note�99,�at�443.
（
（00
）　U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�

§�6�� CM
T.�（U

N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.
（
（00
）　

同
様
の
こ
と
が
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
注
釈
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�8.07�cm
t.�

f�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�2015

）.

（
（00
）　

第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
前
記
ⅰ
の
通
り
、
顧
客
関
係
に
限
ら
ず
、
雇
用
終
了
後
の
競
業
制
限
の
全
般
に
つ
い
て
、

同
趣
旨
の
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
た
。R

EST
A
T
EM
EN
T�

（S
ECO

N
D

）� O
F�C

O
N
T
RA
CT
S�

§�188�cm
t.�b.�

（A
M.�L

A
W�I N

ST.�1981

）.�

本
法
の
序

論
で
も
、
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
使
用
者
は
、
労
働
者
に
営
業
秘
密
や
顧
客
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
記
㈠
1
⑴
）。U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�Prefatory�N
ote�

（U
N
IF.�L

A
W�

C
O
M
M

’N�2021

）.�

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
も
、
競
業
避
止
特
約
の
規
律
で
は
な
く
、
営
業
秘
密
の
保
護
の
文
脈
に
お
い
て
で
は
あ

る
が
、
使
用
者
が
、
競
争
上
の
損
害
を
過
度
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
営
業
秘
密
そ
の
他
の
秘
密
情
報
を
そ
の
労
働
者
と
共
有
す
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
ル
ー
ル
が
な
け
れ
ば
、
使
用
者
は
、
労
働
者
が
退
職
後
に
営
業
秘
密
を
利
用
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
労
働
者
と
共
有

す
る
営
業
秘
密
を
制
限
す
る
た
め
に
相
当
の
費
用
を
投
じ
る
可
能
性
や
、
営
業
秘
密
の
共
有
そ
の
も
の
を
回
避
す
る
可
能
性
さ
え
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
営
業
秘
密
保
護
に
関
す
る
ル
ー
ル
（
八
・
〇
三
条
）
は
、
使
用
者
が
、
労
働
者
に
よ
る
不
正
競
争
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、

営
業
秘
密
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
社
会
的
に
有
用
で
商
業
的
に
価
値
の
あ
る
情
報
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者
の
生

産
性
を
最
大
化
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�8.03�cm
t.�a�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�2015

）.

（
（00
）　

前
掲
注（
30
）参
照
。

（
（00
）　

八
条
の
注
釈
に
は
、
こ
の
点
は
「
八
条
⑵
号
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、「
八
条
⑴
号
🄒
」
の
誤
記
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
（01
）　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
設
例
に
つ
き
、
前
掲
注（
（（0
）参
照
。

（
（0（
）　

前
掲
注（
（00
）も
参
照
。

（
（00
）　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
も
、
競
業
避
止
特
約
の
期
間
中
に
退
職
労
働
者
に
報
酬
を
支
払
う
条
項
の
こ
と
を
ガ
ー
デ
ン

リ
ー
ヴ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
、
こ
の
条
項
は
競
業
制
限
が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
支
え
る
事
情
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

R
EST

A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�8.06�cm
t.�c�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�2015
）.

（
（00
）　

ガ
ー
デ
ン
リ
ー
ヴ
を
日
本
法
の
下
で
実
施
す
る
場
合
、
そ
の
法
律
構
成
と
し
て
、「
休
暇
（leave

）」
と
し
て
の
側
面
を
強
調
す
れ
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ば
、
労
働
者
は
使
用
者
と
の
労
働
契
約
を
存
続
さ
せ
た
ま
ま
、
労
務
提
供
そ
の
も
の
は
行
う
こ
と
な
く
賃
金
は
受
け
取
る
が
、
競
合
他
社

で
の
兼
業
は
誠
実
義
務
に
基
づ
い
て
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
労
働
者
は
い
つ
で
も
辞
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民

法
六
二
七
条
一
項
前
段
）
た
め
、
労
働
契
約
が
終
了
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
場
合
、
ガ
ー
デ
ン
リ
ー
ヴ
に
関
す
る
合
意
は
、
競
業
避
止

特
約
の
一
種
と
い
う
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
正
当
な
利
益
が
必
要
と
な
り
、
賃
金
相
当
額
の
支
払
い
は
、
代
償
措
置
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
（00
）　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
起
草
者
注
記
と
本
法
の
注
釈
が
、
い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
の
「
モ
デ
ル
法
曹
倫
理
行
為
規
則

（M
odel�Rules�of�Professional�Conduct

）」
の
五
・
六
条
に
触
れ
て
い
る
。
同
条
は
、「
弁
護
士
は
、
次
の
も
の
の
申
込
み
ま
た
は
作

成
に
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
。
⒜
退
職
給
付
に
関
す
る
合
意
を
除
き
、
関
係
終
了
後
に
弁
護
士
の
業
務
を
行
う
権
利
を
制
限
す
る
組
合
、

株
主
、
営
業
、
雇
用
そ
の
他
の
類
似
す
る
合
意
（
後
略
）」
と
定
め
て
い
る
。M

O
D
EL�R

U
LES� O

F�P
RO
F

’L�C
O
N
D
U
CT�5.6�（A

M.�B
A
R�A

SS

’N�
2005

）,�quoted in�R
EST

A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�8.06�reporters

’�notes�cm
t.�h�

（A
M.�L

A
W�I N

ST.�2015

）�and�U
N
IFO
RM�

R
EST

RICT
IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�

§�13�� CM
T.�（U

N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.

（
（00
）　

雇
用
関
係
開
始
後
に
締
結
さ
れ
た
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を
支
え
る
約
因
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ

ン
ト
（
前
記
ⅰ
）
や
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
前
掲
注（
50
））
の
立
場
が
明
確
で
な
く
、
実
体
的
記
述
を
設
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
と

い
う
指
摘
も
あ
っ
た
（
前
掲
注（
（00
））
な
か
で
、
本
法
は
、
報
酬
の
大
幅
な
増
額
を
求
め
て
い
る
（
四
条
⒜
項
⑴
号
🄑
）。

（
（00
）　

後
記
⑶
お
よ
び
⑷
の
通
り
、
取
引
禁
止
特
約
と
勧
誘
禁
止
特
約
が
有
効
に
な
る
た
め
に
は
、「
労
働
者
が
直
接
に
働
い
て
い
た
使
用

者
の
潜
在
的
ま
た
は
既
存
の
」
依
頼
者
・
顧
客
と
明
記
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
条
⑴
号
、
一
一
条
⑴
号
）。

（
（00
）　U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�

§�9�� CM
T.�（U

N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.

（
（00
）　

前
掲
注（
30
）参
照
。

（
（00
）　U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�
§�10�� CM

T.�（U
N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.

（
（01
）　

こ
れ
に
対
し
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
勧
誘
禁
止
特
約
と
取
引
禁
止
特
約
と
は
明
確
に
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
規
律

さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
（（1
）。

（
（0（
）　

一
〇
条
の
注
釈
か
ら
は
明
確
で
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
顧
客
は
、「
潜
在
的
な
」
顧
客
と
さ
え
い
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
（
特
に
「
潜
在
的
」
な
依
頼
者
・
顧
客
に
該
当
す
る
た
め
に
は
）、
使
用
者
に
よ
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る
時
間
や
費
用
の
投
下
が
必
要
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
（00
）　U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�

§�11�� CM
T.�（U

N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.
（
（00
）　

一
一
条
の
注
釈
に
は
、
こ
の
点
は
「
六
条
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、「
七
条
」
の
誤
記
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
（00
）　

一
一
条
の
注
釈
か
ら
は
明
確
で
な
い
が
、
退
職
労
働
者
の
個
人
的
な
関
係
（
家
族
の
ほ
か
、
使
用
者
と
の
雇
用
関
係
開
始
前
か
ら
の

人
的
関
係
）
に
由
来
す
る
顧
客
関
係
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
構
成
す
る
「
使
用
者
の
潜
在
的
ま
た
は
既
存
の
依
頼
者
も

し
く
は
顧
客
」
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
勧
誘
禁
止
特
約
だ
け
で
な
く
、
前
記
⑶
の
取
引
禁

止
特
約
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。
後
記
⑸
の
大
学
の
同
級
生
で
あ
っ
た
同
僚
に
対
す
る
引
抜
き
も
参
照
。

（
（00
）　U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�

§�12�� CM
T.�（U

N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.

（
（00
）　Id.�

§�13�� CM
T.

（
（00
）　Id.�

§�14�� CM
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本
法
の
下
で
は
、
訓
練
費
用
返
還
特
約
の
有
効
性
に
つ
き
、
一
四
条
各
号
の
定
め
る
要
件
は
い
ず
れ
も
そ
の
該
当
性
を
明
確
に
判
定

し
う
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
特
約
が
有
効
に
な
る
か
ど
う
か
の
主
た
る
争
点
は
、「
特
別
訓
練
」（
一
四
条
⑴
号
、
二
条
⒂
号
🄐
な

い
し
🄒
）
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
本
法
に
お
い
て
も
、
研
修
・
留
学
費
用
返
還
合
意
の
有
効

性
に
関
す
る
議
論
が
あ
る
が
、
競
業
避
止
特
約
の
問
題
（
前
記
一
㈠
参
照
）
と
は
全
く
別
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、

所
定
の
期
間
勤
続
し
な
か
っ
た
場
合
に
修
学
費
用
の
返
還
を
求
め
る
合
意
は
、
労
働
者
の
退
職
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
と
し
て
、
賠
償

予
定
の
禁
止
を
定
め
た
労
働
基
準
法
一
六
条
ま
た
は
（
返
還
合
意
が
金
銭
消
費
貸
借
契
約
（
民
法
五
八
七
条
）
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

「
労
働
契
約
の
不
履
行
」
に
関
す
る
労
働
基
準
法
一
六
条
の
直
接
適
用
を
疑
問
視
す
る
立
場
（
山
川
隆
一
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
二
八
一
号

一
七
二
頁
）
か
ら
）
同
条
の
趣
旨
な
ど
（
同
条
の
「
法
意
に
反
す
る
も
の
と
し
て
無
効
」
と
し
た
医
療
法
人
杏
祐
会
元
看
護
師
ほ
か
事

件
・
山
口
地
萩
支
部
判
平
成
二
九
年
三
月
二
四
日
労
判
一
二
〇
二
号
一
六
九
頁
）
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
議
論

さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
裁
判
実
務
で
は
、
修
学
が
使
用
者
の
業
務
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
費
用
が
本
来
的
に
使
用
者

の
負
担
す
る
べ
き
も
の
と
い
え
る
か
ど
う
か
を
、
次
の
よ
う
な
要
素
か
ら
判
断
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
修
学
の
実
施
や
内
容
決
定
が

使
用
者
の
命
令
な
ど
に
よ
る
も
の
か
労
働
者
の
希
望
に
よ
る
も
の
か
、
修
学
に
よ
る
習
得
内
容
が
、
使
用
者
で
の
業
務
と
の
密
接
な
関
連

性
が
あ
る
も
の
か
（
帰
任
後
の
配
属
先
な
ど
と
の
関
連
性
が
考
慮
さ
れ
う
る
。）
汎
用
的
な
有
用
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
、
修
学
の
期
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間
中
の
業
務
従
事
の
有
無
（
使
用
者
の
人
事
管
理
上
の
目
的
に
基
づ
く
報
告
は
業
務
と
は
い
え
な
い
。）、
修
学
の
期
間
中
に
労
働
者
に
支

払
わ
れ
る
金
銭
が
賃
金
の
性
質
を
有
す
る
か
ど
う
か
、
を
中
心
に
、
さ
ら
に
返
還
合
意
が
も
つ
退
職
の
自
由
に
対
す
る
制
約
的
効
果
の
観

点
か
ら
、
所
定
の
勤
続
期
間
の
長
短
、
返
還
す
べ
き
金
額
の
多
寡
（
特
に
そ
の
労
働
者
の
賃
金
額
と
の
対
比
に
お
い
て
大
き
な
負
担
と
な

る
返
還
額
で
あ
る
か
ど
う
か
。）、
帰
任
後
の
勤
続
年
数
に
応
じ
た
減
額
措
置
の
有
無
、
返
還
義
務
の
具
体
的
内
容
に
関
す
る
事
前
の
説
明

の
有
無
、
な
ど
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。（
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
件
・
東
京
地
判
平
成
九
年
五
月
二
六
日
労
判
七
一
七
号
一
四
頁
、

み
ず
ほ
証
券
元
従
業
員
事
件
・
東
京
地
判
令
和
三
年
二
月
一
〇
日
労
判
一
二
四
六
号
八
二
頁
、
独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構

事
件
・
東
京
地
判
令
和
三
年
一
二
月
二
日
労
経
速
二
四
八
七
号
三
頁
な
ど
）。
日
本
の
裁
判
例
の
事
案
で
は
、
修
学
制
度
の
設
計
上
、
全

額
に
つ
い
て
の
返
還
義
務
の
有
無
の
み
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
よ
う
なall�or�nothing

の
枠
組
み
よ
り
も
、
業

務
性
の
程
度
と
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
上
の
メ
リ
ッ
ト
と
の
両
面
を
考
慮
し
た
合
理
的
な
返
還
方
法
を
模
索
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う

指
摘
が
あ
る
（
荒
木
尚
志
『
労
働
法
（
第
四
版
）』
七
八
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
））。
按
分
要
件
に
よ
っ
て
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
型
の
返

還
制
度
を
無
効
と
す
る
本
法
一
四
条
⑶
号
は
、
こ
の
発
想
の
よ
う
に
、
能
力
開
発
に
向
け
た
投
資
を
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
で
バ
ラ
ン

ス
良
く
負
担
さ
せ
よ
う
と
し
た
規
制
内
容
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。


